


コ
メ
離
れ
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
、
後
継
者
不
足
、
耕
地
面
積
の
減
少
…
…
。 

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
を
言
葉
に
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
な
り
が
ち
だ
。 

だ
が
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
で
地
域
の
農
業
を
語
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。 

鳥
海
山
か
ら
日
本
海
に
面
し
て
広
が
る
豊
穣
の
大
地
・
由
利
本
荘
。 

こ
こ
に
は
厳
し
い
現
実
に
立
ち
向
か
い
、
日
々
努
力
を
重
ね
る
農
家
の
姿
が
あ
る
。 

そ
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。 

地
域
営
農
の
現
場
に
出
か
け
、
「
農
業
に
懸
け
る
」
農
家
の
思
い
を
追
っ
た
。 

生
き
残
れ
る
か
、
地
域
営
農 

  
　
40
％
台（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）と
い
う
低

い
食
料
自
給
率
、
就
業
人
口
の
減
少

に
伴
い
３
％
に
満
た
な
い
農
家
が
農

地
を
守
り
な
が
ら
食
料
生
産
を
支
え

る
現
状
に
あ
っ
て
、
農
家
の
高
齢
化

が
進
む
日
本
の
農
業
―
。
国
の
農
政

と
と
も
に
歩
む
点
で
は
、
本
市
の
農

業
も
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。 

　
問
題
の
一
つ
は
、
日
本
人
の
コ
メ

離
れ
に
よ
る
コ
メ
価
格
の
下
落
。
昭

和
三
十
七
年
に
百
十
八
㌔
だ
っ
た
国

民
一
人
当
た
り
の
年
間
消
費
量
は
、

食
の
多
様
化
な
ど
で
平
成
十
六
年
に

は
五
十
九
㌔
へ
と
半
減
。
人
口
減
少

に
伴
い
、
消
費
量
は
さ
ら
に
減
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。 

　
耕
地
面
積
の
減
少
も
著
し
い
。
昭

和
三
十
年
代
に
比
べ
、
日
本
全
体
で

約
八
割
に
ま
で
減
少
し
た
と
さ
れ
、

本
県
の
コ
メ
の
生
産
調
整
に
よ
る
減

反
率
は
平
成
二
十
年
産
米
で
32
・
１
％
、

減
反
面
積
は
四
万
二
千
百
㌶
に
及
ぶ
。

一
方
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）

に
よ
る
輸
入
米
は
年
間
約
七
十 

七
万
㌧
で
、
本
県
の
年
間
生
産 

量
四
十
六
万
㌧
を
上
回
る
。 

　
農
家
数
と
農
業
人
口
の
減
少
も
進

ん
で
い
る
。
農
林
水
産
統
計
に
よ
る

と
日
本
の
農
業
就
業
人
口
は
毎
年
十

数
万
人
ず
つ
減
り
続
け
て
お
り
、
平

成
二
十
年
で
は
二
百
九
十
八
万
人
。

本
市
を
見
て
も
、
平
成
十
七
年
の
販

売
農
家（
経
営
体
）は
四
千
九
百
七
十

五
で
、
こ
の
う
ち
農
業
所
得
が
総
所

得
の
五
割
以
上
を
占
め
る
主
業
農
家

は
七
百
六
十
一
（
２
０
０
５
農
林
業

セ
ン
サ
ス
）
と
、
十
年
間
で
半
減
し
た
。 

　
コ
メ
価
格
の
低
迷
は
水
稲
農
家
の

所
得
の
低
下
に
直
結
。
家
計
収
入
を

他
に
求
め
、
就
業
人
口
が
さ
ら
に
減

る
と
い
う
図
式
と
な
り
、
高
齢
化
や

過
疎
化
が
拍
車
を
掛
け
、
負
の
連
鎖

に
陥
っ
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
農
業
は
古
く
か
ら
日
本

人
の
主
食
で
あ
る
コ
メ
を
は
じ
め
、

野
菜
や
肉
な
ど
、
ふ
だ
ん
の
食
生
活

に
密
着
し
た
、
欠
か
せ
な
い
産
業
だ
。 

   

　
本
市
の
産
業
構
造
は
商
工
業
や
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
と
と
も
に
、
農
業
の

占
め
る
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
、
農
業

分
野
が
市
の
発
展
に
か
か
る
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
。
自
然
の
循
環
機
能
を

生
か
し
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育
む
原
動
力
で

も
あ
り
、
農
業
こ
そ
「
地
域
の
礎
」
。 

　
農
家
は
命
懸
け
の
努
力
を
重
ね
、

そ
の
成
果
は
着
実
に
実
を
結
び
、
さ

ま
ざ
ま
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
そ

の
取
り
組
み
を
徹
底
リ
ポ
ー
ト
す
る
。 

　冬は２㍍を超える積雪の鳥海地域。冬場の出稼ぎをなくし、複合経

営の確立を夢見る農家の頭上にリンドウという光が差したー「鳥海り

んどう」が販売４年目で、産地の指標となる１億円を突破。 

　これまでの歩み、指導員の証言と農家の意気込みを聞いた。 

　「安全・安心」「地産地消」で、地域の産直施設の人気が年々高ま

っている。地域ブランド「秋田由利牛」の基盤となる肥育牛も増加。

ファン獲得を目指すイベントも大盛況だ。女性パワーと若き担い手、

それぞれに思いを聞いた。 

　地域営農の最前線に立つ営農集団。農地を守り、有効活用を図りな

がら自立を目指し前へ進む。また、企業やグループの戦略的な取り組

みも盛んだ。市では活気に満ちた新しい農山村づくりをサポート。目

指す先は「地域営農の持続的展開」。確かな目標へ挑む農業者を追う。 

序
　
章 

市
の
発
展
に
か
か
る
カ
ギ
握
る 

「
農
業
こ
そ
、
地
域
の
礎
」 

ふるさと  

由利本荘市産業別就業者数（平成17年国勢調査） 

うち 
農業 4,904人 
漁業　  60人 

製造業・建設業 
・電気ガス業 15,129人 

小売業・ 
サービス業 
23,515人 

分類不能 
170人 

●取材協力　秋田県農林水産部、由利地域振興局、秋田しんせい農業協同組合 
■総就業者数44,021人 
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市内農家数の推移（農業センサス） 
　　　　　　　　※自給的農家を含む。合併以前の数値は旧市町の合計 

15,068戸 
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9,914戸 
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6,328戸 
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昭
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平
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第2次産業 

第1次産業 
5,207人 

第3次産業 



農
家
の
着
想
が
き
っ
か
け
、 

連
携
し
産
地
化
を
推
進 

佐
竹
知
事
と
長
谷
部
市
長
に 

喜
び
の
報
告
、
祝
賀
会
も
開
催 

日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
鳥
海
山
。

日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
鳥
海
山
。 

そ
の
北
東
、
鳥
海
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

そ
の
北
東
、
鳥
海
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る 

鳥
海
り
ん
ど
う
の
販
売
額
が
念
願
の
一
億
円
を
突
破
し
た
。

鳥
海
り
ん
ど
う
の
販
売
額
が
念
願
の
一
億
円
を
突
破
し
た
。 

出
荷
を
開
始
し
て
か
ら
わ
ず
か
四
年
。

出
荷
を
開
始
し
て
か
ら
わ
ず
か
四
年
。 

産
地
の
指
標
と
な
る
大
台
を
超
え
た
鳥
海
り
ん
ど
う
を
取
材
し
た
。

産
地
の
指
標
と
な
る
大
台
を
超
え
た
鳥
海
り
ん
ど
う
を
取
材
し
た
。 

日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
鳥
海
山
。 

そ
の
北
東
、
鳥
海
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る 

鳥
海
り
ん
ど
う
の
販
売
額
が
念
願
の
一
億
円
を
突
破
し
た
。 

出
荷
を
開
始
し
て
か
ら
わ
ず
か
四
年
。 

産
地
の
指
標
と
な
る
大
台
を
超
え
た
鳥
海
り
ん
ど
う
を
取
材
し
た
。 

「知事との交換会」に先立ち、視察先の圃場で（昨年６月「知事との交換会」に先立ち、視察先の圃場で（昨年６月） 「知事との交換会」に先立ち、視察先の圃場で（昨年６月） 

祝賀会で飾られた知事からの賞状 

（今月８日）約70人が参加して行われた祝賀会 
 

（今月８日）約70人が参加して行われた祝賀会 
 

佐竹知事に喜びの報告（10月７日） 佐竹知事に喜びの報告（10月７日） 

　
誕
生
の
き
っ
か
け
は
農
家
の
着
想
だ

っ
た
。
農
業
所
得
を
補
う
た
め
、
鳥
海

地
域
の
農
家
は
冬
場
に
出
稼
ぎ
へ
出
た
。

出
稼
ぎ
に
頼
ら
ず
、
複
合
経
営
を
目
指

し
た
い
…
。
誰
も
が
そ
う
思
っ
て
い
た
。 

「
こ
こ
で
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
」
。 

　
村
上
嘉
昭
さ
ん
の
発
し
た
ひ
と
言
が

周
囲
の
耳
目
を
集
め
る
。
平
成
十
六
年

七
月
、
花
の
栽
培
講
習
会
の
懇
談
の
席

で
の
こ
と
だ
っ
た
。 

　
リ
ン
ド
ウ
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、

水
田
の
よ
う
な
稲
作
で
酸
性
化
し
た
土

壌
が
栽
培
に
適
し
て
い
る
花
。
国
内
の

市
場
に
普
及
し
て
い
る
リ
ン
ド
ウ
は
、

鳥
海
山
の
自
生
種
か
ら
栽
培
用
品
種
と

し
て
改
良
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
鳥
海

地
域
は
栽
培
の
最
適
地
だ
っ
た
。 

　
リ
ン
ド
ウ
と
い
う
名
の
、
農
家
の
頭

上
に
差
し
込
ん
だ
一
筋
の
光
―
―
。
そ

の
着
想
は
す
ぐ
に
具
体
化
へ
と
動
き
出
し
、

県
と
市
、
Ｊ
Ａ
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、

産
地
化
に
向
け
た
体
制
を
整
え
た
。 

　
翌
十
七
年
に
は
県
由
利
地
域
振
興
局

が
“
鳥
海
り
ん
ど
う
”
の
里
づ
く
り
推

進
事
業
を
創
設
。
鳥
海
地
域
の
十
八
戸

の
農
家
が
二
・
五
㌶
で
栽
培
を
開
始
し
た
。

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
り
ん
ど
う
小
部
会
（
真

坂
重
孝
部
会
長
）
も
発
足
し
た
。
定
植

一
年
目
の
作
業
は
花
芽
を
確
実
に
取
り

除
き
、
株
の
根
本
に
し
っ
か
り
と
養
分

を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
で
、
農

家
の
努
力
で
品
質
の
良
い
株
が
育
っ
た
。 

　
平
成
十
八
年
の
夏
、「
霊
峰
鳥
海
山
で

育
ま
れ
た
花
　
秋
田
鳥
海
り
ん
ど
う
」

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
そ
の
年
の

出
荷
数
は
目
標
の
七
十
四
万
本
を
大
き

く
上
回
る
百
三
万
本
を
記
録
。
販
売
額

も
四
千
六
百
万
円
と
、“
新
人
”
と
し
て

は
上
々
の
滑
り
出
し
を
見
せ
た
。
そ
の

後
も
出
荷
は
堅
調
に
推
移
。
今
年
は
栽

培
農
家
数
が
鳥
海
地
域
外
を
含
め
て
三

十
六
戸
と
、
五
年
前
に
比
べ
て
倍
増
。

面
積
も
約
四
倍
の
九
・
九
㌶
に
ま
で
拡

大
し
た
。 

   

　
販
売
額
一
億
円
は
九
月
二
十
一
日
出

荷
分
で
達
成
さ
れ
た
。
農
家
が
こ
れ
ま

で
掲
げ
て
き
た
「
平
成
二
十
二
年
度
に

栽
培
面
積
十
㌶
、
販
売
額
一
億
円
」
と

い
う
目
標
を
一
年
前
倒
し
で
ク
リ
ア
し

た
こ
と
に
な
る
。 

　
り
ん
ど
う
小
部
会
の
メ
ン
バ
ー
と
関

係
者
は
十
月
七
日
、
県
庁
を
訪
ね
、
佐

竹
知
事
に
喜
び
の
報
告
を
行
っ
た
。
「
ス

タ
ー
ト
し
て
わ
ず
か
四
年
で
一
億
円
の

大
台
達
成
は
す
ご
い
。
農
家
の
皆
さ
ん

と
関
係
機
関
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
が
実

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
品
質
重
視
で
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
佐
竹
知
事
は
順
調
な

産
地
づ
く
り
の
歩
み
を
讃
え
た
。
部
会

長
た
ち
は
長
谷
部
市
長
に
も
報
告
し
た
。 

　
今
月
八
日
に
は
、
紫
水
館
に
関
係
者

が
会
し
「
販
売
額
一
億
円
達
成
祝
賀
会
」

が
開
か
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

の
経
過
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
農

家
と
農
業
関
係
者
は
待
望
の
産
地
化
実

現
を
と
も
に
喜
び
合
っ
た
。 



県
農
林
水
産
部
農
畜
産
振
興
課 

主
任
　
高
橋
宏
彰
さ
ん 

　
由
利
地
域
振
興
局
着
任
前
に
、

仙
北
で
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
指
導

を
手
が
け
た
。
鳥
海
地
域
が
リ

ン
ド
ウ
栽
培
の
適
地
で
あ
る
と

確
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
村

上
嘉
昭
さ
ん
の
一
言
を
受
け
、

そ
の
場
で
こ
の
地
域
が
十
分
に

産
地
化
の
可
能
性
が
あ
る
と
提
案
・

提
言
し
た
。 

　
栽
培
経
験
者
皆
無
の
中
で
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
生
産

者
は
も
ち
ろ
ん
、
産
地
づ
く
り

に
か
か
わ
る
全
員
が
「
絶
対
に

成
功
し
て
や
る
」
と
い
う
熱
意

を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
。 

　
講
習
会
は
毎
月
必
ず
実
施
し
、

全
員
で
全
戸
の
圃
場
を
巡
回
す

る
方
式
も
取
り
入
れ
た
。
時
間

の
か
か
る
手
法
で
あ
っ
た
が
、

結
果
的
に
短
期
間
で
技
術
の
習

得
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
毎
月
自

分
の
圃
場
を
仲
間
に
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
る
こ
と
で
、
仲
間
と
の
生

育
比
較
や
こ
れ
ま
で
の
栽
培
管

理
に
手
落
ち
が
な
い
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
作
業
は
常
に
二
人
だ
か
ら
、

夫
婦
で
技
術
を
習
得
し
よ
う
」

と
い
う
農
家
が
増
え
、
栽
培
講

習
会
・
全
戸
巡
回
に
は
ほ
と
ん

ど
が
夫
婦
で
参
加
し
、
活
発
に

技
術
交
換
、
情
報
交
換
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
が
数
珠
つ
な
ぎ
に
な
っ
て
走

る
光
景
は
完
全
に
定
着
し
た
。

共
選
共
販
で
あ
る
た
め
、
一
人

の
失
敗
が
産
地
全
体
の
信
用
に

か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、
全
戸
が

チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
精
神
で
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大

き
な
成
果
で
あ
る
。 

　
平
成
十
八
年
の
初
収
穫
で
は
、

農
家
の
苦
労
を
思
え
ば
、
一
本

も
ム
ダ
に
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
収
穫
が
始
ま
る
前
か
ら

先
進
地
視
察
調
査
、
栽
培
講
習

会
な
ど
に
よ
り
収
穫
の
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
出
荷
作
業

の
効
率
化
へ
の
準
備
に
徹
底
し

て
取
り
組
ん
だ
。
農
家
、
関
係

機
関
の
熱
意
と
努
力
が
リ
ン
ド

ウ
に
も
伝
わ
り
、
デ
ビ
ュ
ー
年

で
堂
々
の
県
内
ト
ッ
プ
の
産
地

に
躍
り
出
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
力
強
い
デ
ビ
ュ
ー
が
そ
の
後

の
生
産
拡
大
の
後
押
し
と
な
っ

た
が
、
振
り
返
れ
ば
、
こ
こ
ま

で
至
る
に
は
決
し
て
順
調
な
道

の
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。 

　
し
か
し
、
生
産
者
、
関
係
者

全
員
が
「
や
る
し
か
な
い
」
を

合
い
言
葉
に
努
力
し
、
熱
意
を

持
ち
続
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
、

発
揮
し
た
力
が
四
輪
駆
動
の
よ

う
に
し
っ
か
り
と
か
み
合
い
、

力
強
く
前
進
で
き
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
だ
と
思
う
。 

  

　
一
般
に
、
リ
ン
ド
ウ
ひ
と
株

の
収
穫
期
間
は
五
年
。
鳥
海
地

域
の
株
の
力
は
他
産
地
よ
り
も

強
い
の
が
特
長
だ
が
、
計
画
的

に
植
え
替
え
を
行
う
な
ど
の
経

営
管
理
が
課
題
と
な
る
。 

　
農
家
の
慣
れ
も
少
し
気
が
か
り
。

出
発
点
に
返
っ
て
自
ら
考
え
提

案
し
、
積
極
的
に
技
術
開
発
に

か
か
わ
る
な
ど
、
自
立
し
た
部

会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組
合 

営
農
経
済
部
農
産
園
芸
課 

広
域
指
導
員
　
村
上
　
覚
さ
ん 

バ
ラ
な
ど
の
実
績
が
順
風
に 

　
鳥
海
り
ん
ど
う
は
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
市
場
規

模
を
調
べ
、
確
実
に
売
れ
る
花

に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
栽
培

戦
略
と
農
家
の
仲
間
づ
く
り
に

力
を
合
わ
せ
て
き
た
。
今
ま
で
、

ま
っ
た
く
実
績
の
な
い
段
階
で
、

最
初
に
定
植
し
た
農
家
の
決
断

は
す
ご
い
と
思
う
。 

  

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
」
に

は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
一
つ

は
量
的
に
大
き
く
で
き
た
こ
と
。

二
つ
目
は
良
い
品
質
を
そ
ろ
え

る
こ
と
が
で
き
た
点
。
後
発
産

地
は
、
先
進
地
よ
り
良
い
物
を

出
さ
な
い
と
、
相
手
に
し
て
も

ら
え
な
い
。
確
実
に
や
る
べ
き

作
業
を
、
農
家
が
手
を
抜
か
ず

に
や
り
遂
げ
た
こ
と
と
合
わ
せ
、

天
候
に
も
助
け
ら
れ
た
と
思
う
。

バ
ラ
な
ど
の
花
き
の
部
門
で
、

し
ん
せ
い
農
協
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
が
鳥
海
り
ん
ど
う
の
販
売

面
に
も
順
風
を
与
え
て
く
れ
た

も
の
と
感
謝
し
て
い
る
。 

　
お
盆
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
年

の
気
温
に
左
右
さ
れ
ず
、
ま
と

ま
っ
た
収
穫
・
出
荷
が
で
き
る

よ
う
、
標
高
差
を
生
か
し
た
品

種
を
構
成
し
、
植
え
付
け
て
い
る
。

販
売
面
で
他
の
産
地
と
違
う
点

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
り

引
き
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
。

運
賃
の
安
価
な
地
元
市
場
へ
、

値
決
め
に
よ
る
出
荷
も
並
行
し

進
め
て
い
る
。 

  

　
今
後
は
一
戸
当
た
り
の
栽
培

面
積
を
五
十
〜
六
十
㌃
、
品
種

も
吟
味
し
、
出
荷
数
・
販
売
額

を
と
も
に
伸
ば
す
目
標
を
掲
げ
、

農
家
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
み
た
い
。
自
ら
の
畑
を
し
っ

か
り
管
理
で
き
る
こ
と
が
重
要
。

副
業
的
な
感
覚
で
流
れ
に
乗
ら

れ
る
ほ
ど
現
実
は
甘
く
は
な
い
。 

　
よ
り
長
く
お
客
さ
ん
か
ら
愛

さ
れ
る
花
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
畑
も
人
も
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
力

が
な
い
と
、
農
家
の
気
力
も
湧

い
て
こ
な
い
と
思
う
。
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
所
得
と
な
る
経

営
を
目
指
し
た
い
。 

地
力
に
伴
い
、
気
力
が
湧
く 

Takahashi Hiroaki

平成16年４月から本年３
月まで県由利地域振興局
でリンドウ栽培を指導。
35歳。 

Murakami Satoru

農協の広域指導員として
鳥海りんどうのスタート
から主導。47歳。 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
色
鮮
や
か
に 

ながの極早生　ブルー ７月上旬～中旬  
ながの2号   　　〃    ７月下旬～8月中旬 
スカイブルー 
　しなの早生　  〃 ８月上旬～下旬 
スカイブルー 
　しなの3号　　〃 ９月上旬～下旬  
深山秋　　　　  〃 10月中旬～11月上旬 
しなやかハイジ　ピンク ９月下旬～10月中旬 
ホワイトベル　　白 ７月下旬～８月中旬  
パステルベル　　 パステル ７月下旬～８月中旬 

品種名 　　花 色    　　出荷時期 

出
荷
を
待
つ
鳥
海
り
ん
ど
う 

積
極
的
に
研
修
実
施 

株
の
手
入
れ
を
念
入
り
に 

式
典
開
き
、
華
々
し
く 販売 

年 

栽培農家数　23戸 
栽培面積　４ヘ　ク

タール 
出荷本数　103万本 
販売額　　4,590万3千円 

株植え 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

わ 

課
題
は
計
画
的
な
経
営
管
理 

ホ
ワ
イ
ト
ベ
ル 

な
が
の
２
号 

パ
ス
テ
ル
ベ
ル 

ほ 

栽培農家数　　36戸 

栽培面積　　9.9ヘ　クタール 

出荷本数　　318万本 

販売額　　　1億2,187万7千円 

 

（11月10日現在） 

栽培農家数　　32戸 

栽培面積　　8.7ヘ　クタール 

出荷本数　　230万本 

販売額　　　8,156万3千円 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

栽培農家数　　26戸 
栽培面積　　5.6ヘ　クタール 
出荷本数　　171万本 
　　販売額 
　　　　　　7,696万3千円 

平成19年 



　
鳥
海
り
ん
ど
う
が
成
功
し
た
ポ
イ
ン

ト
に
は
次
の
三
点
が
あ
る
と
思
う
。

　
一
つ
は
、
鳥
海
山
の
自
生
種
が
長
野

で
品
種
改
良
さ
れ
、
帰
っ
て
き
た
点
。

こ
こ
が
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、当
然
適
地
。

　
二
つ
目
は
人
、
指
導
者
に
恵
ま
れ
た

こ
と
。
県
の
リ
ン
ド
ウ
指
導
員
・
高
橋

主
任
の
指
導
力
が
大
き
い
。
「
高
橋
さ

ん
と
は
運
命
共
同
体
」と
言
っ
て
い
る
。

　
三
つ
目
は
条
件
の
い
い
田
ん
ぼ
が
あ

る
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
評
価
の
高
い

リ
ン
ド
ウ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
五
年
前
は
ま
さ
に
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
。
最
初
の
投
資
が
多
く
、
失
敗
は

絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
思
っ
た
。
「
目

指
せ
″元
気
な
担
い
手
″農
業
夢
プ
ラ
ン

応
援
事
業
」が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。市
が

一
割
、県
三
割
の
補
助
に
助
け
ら
れ
た
。

　
一
年
目
、
強
風
が
襲
来
。
マ
ル
チ
ご

と
、
苗
が
飛
ば
さ
れ
、
す
べ
て
の
株
を

植
え
替
え
た
。
そ
れ
も
今
は
思
い
出
。

と
に
か
く
全
員
の
圃
場
を
回
っ
て
勉
強

し
た
。
夫
婦
で
講
習
会
に
参
加
し
、
教

わ
っ
た
こ
と
は
即
実
行
。
情
報
交
換
を

密
に
し
、
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ

も
共
有
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。

　
リ
ン
ド
ウ
は
冷
涼
な
気
候
風
土
を
選

び
、
鳥
海
地
域
が
適
作
。
「
一
番
条
件

の
い
い
田
ん
ぼ
に
植
え
る
よ
う
に
」
と

言
わ
れ
た
。
そ
れ
は
デ
リ
ケ
ー
ト
で
水

が
必
要
だ
か
ら
。
過
乾
燥
、
湿
気
も
ダ

メ
。
高
冷
地
だ
か
ら
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー

に
な
る
。
転
作
感
覚
で
は
ダ
メ
と
い
う

の
は
、
や
っ
て
み
て
分
か
っ
た
。

　
一
度
株
を
植
え
れ
ば
、
機
械
や
設
備

に
は
お
金
が
か
か
ら
な
い
。
し
か
も
、

同
じ
面
積
の
田
ん
ぼ
の
十
〜
十
五
倍
の

収
益
性
が
あ
り
、地
域
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。

　
後
継
者
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
明

る
い
兆
し
。
出
稼
ぎ
を
や
め
、
一
年
を

通
じ
て
リ
ン
ド
ウ
に
懸
け
る
と
い
う
人

も
出
て
来
た
。こ
の
勢
い
で
進
み
た
い
。

　
「
こ
こ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
が

で
き
な
い
か
」
、
そ
の
夢
も
叶
い
つ
つ

あ
る
。
通
常
は
改
良
に
十
年
か
か
る
の

だ
が
、
民
間
の
種
苗
会
社
が
開
発
中
で

あ
る
鳥
海
の
名
を
冠
し
た
五
品
種
を
、

来
季
に
試
作
と
し
て
定
植
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
と
て
も
う
れ
し
い
。

　
リ
ン
ド
ウ
は
積
雪
地
域
の
方
が
成
長

が
い
い
。
冬
に
雪
の
布
団
を
か
け
て
眠

り
、そ
の
下
で
育
つ
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
販
売
額
一
億
円
突
破
は
通
過
点
に
過

ぎ
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
気
も
手
も
抜

か
ず
に
頑
張
り
た
い
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
も
安
定
向
上
、

３
年
連
続
の
販
売
額
１
億
円

　
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
が
三
年
連
続
で
販
売
額
一
億
円

を
超
え
た
。
今
年
は
百
十
九
戸
の
農

家
が
二
十
九
・
九
㌶
で
栽
培
し
、
販

売
実
績
は
約
一
億
三
千
万
円
。

　
Ｊ
Ａ
の
農
産
園
芸
課
で
は
「
安
定

出
荷
の
背
景
に
は
東
由
利
地
域
産
の

良
質
な
堆
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
が

あ
る
。
耕
畜
連
携（
※
）の
成
果
。二
つ

目
は
共
同
選
果
場
で
一
括
集
荷
・
選

別
す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
均
一
化
と

作
業
効
率
の
向
上
。
新
し
い
計
量
選

果
機
の
導
入
を
機
に
ひ
と
束
百
㌘
に

し
た
こ
と
で
引
き
合
い
が
増
し
た
。

農
家
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
の

努
力
の
賜
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

 

花
き
部
会
に
農
業
功
労
者
表
彰

　
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い「
花
き
部
会
」

が
、
今
年
の
県
種
苗
交
換
会
で
農
業

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
昭
和

五
十
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
本
荘
地

域
の
バ
ラ
栽
培
が
そ
の
後
県
内
一
の

産
地
と
な
る
な
ど
、
花
の
分
野
を
牽

引
。
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
作
付

け
拡
大
と
合
わ
せ
、
鳥
海
り
ん
ど
う

の
躍
進
に
よ
り
、
販
売
額
は
平
成
十

年
の
一
億
五
千
万
円
か
ら
同
二
十
年

に
は
三
億
一
千
万
円
と
倍
増
し
た
。

　
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
生
産
基

盤
の
拡
大
と
品
質
向
上
、
平
坦
地
か

ら
山
間
地
ま
で
リ
レ
ー
出
荷
で
き
る

栽
培
体
系
の
確
立
が
評
価
さ
れ
た
。

 

農
産
物
の
質
の
高
さ
を
誇
る

水
稲
・
果
樹
２
年
連
続
で
顕
彰

　
本
県
農
業
と
食
の
祭
典
・
県
種
苗

交
換
会
。
毎
回
二
千
五
百
点
を
超
え

る
農
産
物
の
品
評
会
が
行
わ
れ
、
最

高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
三
年
連

続
で
受
賞
し
た
生
産
農
家
は
顕
彰
と

な
る
。
今
年
は
、
リ
ン
ゴ
で
黒
木
儀

一
さ
ん
（
59
歳
・
鳥
海
町
栗
沢
）。

が
顕
彰
状
を
受
け
た
。

　　　　　　　米や野菜などを生産している耕種農家へ畜産農家から堆肥を供給したり、転作田な
どで生産した飼料作物を家畜の飼料として畜産農家へ供給するなど、耕種サイドと畜産サイドの連
携を図る取り組み。水田機能や稲作技術を利用できる飼料稲（ＷＣＳ）などがモデルケース。 

耕畜連携

「
今
年
は
降
雪
が
遅
く
て
助
か
っ
た
」
と

話
し
、リ
ン
ゴ
を
収
穫
す
る
黒
木
さ
ん

　旧鳥海町にも花き部会があり、
小菊やトルコギキョウなどに取
り組みましたが、毎年苗を購入
しなければならず、規模拡大に
は難しい面がありました。リン
ドウはハウスもいらず、面積を
広げやすかったと思います。

村上　嘉昭さん（54歳・鳥海町上川内）

　農協の村上さんに勧められ、１
期生に仲間入り。反収よりも、楽
しみながら取り組んでいます。県
外視察や知事への報告など、リ
ンドウをやって味わったことが
張り合いになっています。20㌃ほ
ど増やし、64㌃とする予定です。

池田喜栄子さん（58歳・鳥海町猿倉）

　勤めを辞めた平成18年に真
坂部会長に誘われ、鳥海りんど
うを始めました。１億円突破は
県・市・農協の資金面の援助、熱
心な指導のおかげです。今後は
花の品質や栽培技術のレベル、
効率を上げたいと思います。

梶原　浩栄さん（41歳・鳥海町上直根）

　県の求職支援事業を受け、今
年から栽培を始めました。近所
の３人が同期です。標高的に適
した作目とのことで、楽しみで
もあり不安も少々あり。先輩農
家の皆さんから作業の仕方を親
切丁寧に教えてもらっています。

佐藤　　豊さん（56歳・矢島町荒沢）

ほ

！

　
昨
年
は
水
稲
で
佐
藤
昌
子
さ
ん

（
55
歳
・
矢
島
町
荒
沢
）
が
顕
彰
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
農
産
物
の
品
質

が
「
県
内
で
も
極
め
て
高
い
水
準
に

あ
る
証
」と
関
係
者
は
喜
ん
で
い
る
。

か
な

け
ん

た
ま
も
の



10

　
野
菜
、
果
物
や
山
菜
、
加
工
品
な
ど

の
値
段
を
生
産
者
が
直
接
決
め
、
消
費

者
に
販
売
す
る
「
産
地
直
売
」（
産
直
）

が
人
気
だ
。
市
内
各
地
で
も
直
売
所
や

無
人
販
売
所
が
開
業
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ま
で
の
「
野
菜
は
八
百
屋
さ
ん

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
う
も

の
」
と
い
う
固
定
観
念
を
大
き
く
変

え
、
産
直
が
人
気
を
得
た
要
因
は
何
と

言
っ
て
も
「
安
さ
」
と
「
新
鮮
さ
」

だ
。
ま
た
、
多
く
の
直
売
所
が
生
産
者

の
顔
写
真
を
掲
示
し
、
消
費
者
と
の
間

に
文
字
ど
お
り
「
顔
が
見
え
る
関
係
」

を
築
き
、
信
頼
を
得
て
い
る
こ
と
も
大

き
い
。
値
段
が
安
く
、
新
鮮
で
安
心
で

き
る
こ
と
。
加
え
て
、
土
地
柄
や
旬
の

味
覚
を
味
わ
え
る
プ
ラ
ス
効
果
も
あ
る

と
さ
れ
る
。

 

　
お
客
さ
ん
の
声
を
直
接
聞
く

　
そ
れ
が
魅
力
の
原
点

　「
自
分
が
生
産
し
た
物
に
対
し
、
お

客
さ
ん
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
が
産
直
の
魅
力
の
原
点
」
。

そ
う
話
す
の
は
大
内
地
域
農
産
物
直
売

所
「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
佐
々
木
源
治
会

長
（
59
歳
）
だ
。
ひ
ま
わ
り
会
は
会
員

九
十
人
。
道
の
駅
お
お
う
ち
に
隣
接
す

る
直
売
所
は
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
品
が
並

ぶ
、
人
気
の
産
直
だ
。

　「
こ
の
産
直
を
利
用
す
る
人
は
地
域

外
が
約
七
割
、
地
元
三
割
。
施
設
の
点

検
以
外
、
年
中
無
休
の
営
業
で
す
。
一

年
を
通
じ
て
品
物
を
切
ら
さ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
、
研
修
会
や
講
習
会
を
開

き
、
冬
場
も
一
定
量
の
葉
物
や
根
菜
類

が
そ
ろ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人

別
の
売
れ
行
き
を
一
日
四
回
、
レ
ジ
と

パ
ソ
コ
ン
を
つ
な
ぎ
、
携
帯
電
話
に
配

信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
二
年
前
に
導
入

し
、
以
来
、
商
品
の
補
充
も
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
品
切
れ
の
ま
ま
に
な
る
こ

と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
野
菜

の
値
段
が
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年

の
売
り
上
げ
（
約
一
億
八
千
万
円
）
よ

り
５
％
の
伸
び
と
な
る
見
込
み
で
す
。

質
を
重
視
し
、
販
売
は
そ
の
日
限
り
に

し
て
い
ま
す
」
。
同
会
で
は
、
品
質
の

保
全
に
つ
い
て
の
厳
し
い
申
し
合
わ
せ

が
あ
り
、
出
荷
停
止
条
項
も
あ
る
。
消

費
者
を
意
識
し
た
経
営
方
針
だ
。

 

　
鮮
度
の
差
が
味
の
違
い
、

　
地
産
地
消
と
エ
コ
に
つ
な
が
る

　「
産
直
の
良
さ
は
生
産
者
が
仲
買
人

な
ど
を
介
さ
ず
、
直
接
販
売
で
き
る
こ

と
。
収
穫
か
ら
陳
列
ま
で
の
時
間
を
短

縮
で
き
る
。
鮮
度
の
差
が
味
の
違
い
、

そ
こ
が
売
り
で
す
」
と
強
調
す
る
。

　「『
老
人
に
は
硬
か
っ
た
』『
少
し
し

ょ
っ
ぱ
か
っ
た
』
な
ど
、
消
費
者
の
生

の
反
応
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
農
家
の

意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の

求
め
て
い
る
も
の
、
良
い
も
の
を
作
ろ

う
と
努
め
、
自
分
の
品
物
が
喜
ば
れ
る

と
面
白
く
な
る
。
そ
こ
に
創
意
工
夫
が

生
ま
れ
ま
す
。
漬
け
物
を
作
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
も
励
み
に
感
じ
、
生
き
生

き
と
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　「
こ
こ
に
住
む
人
は
こ
こ
で
生
産
さ

れ
た
物
を
食
べ
る
の
が
体
に
合
い
、
健

康
に
も
い
い
。エ
コ
に
も
な
り
ま
す
」。

　
地
産
地
消
。「
地
場
生
産
―
地
場
消

費
」
を
略
し
た
も
の
で
、
地
元
で
採
れ

た
物
を
地
元
で
消
費
す
る
こ
と
だ
。
地

域
経
済
の
活
性
化
や
伝
統
的
な
食
材
や

料
理
を
見
つ
め
直
す
こ
と
、
輸
送
に
か

か
る
コ
ス
ト
や
燃
料
の
削
減
に
よ
る
環

境
に
優
し
い
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
そ

れ
が
佐
々
木
会
長
の
言
う
エ
コ
だ
。

 

　
女
性
パ
ワ
ー
が
産
直
の
核
、

　
現
代
農
業
支
え
る
食
の
守
り
手

　
各
地
域
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
産
直

施
設
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が

農
家
の
元
気
な
女
性
た
ち
だ
。
農
家
の

嫁
と
し
て
働
き
な
が
ら
丹
精
し
て
農
作

物
を
育
て
、
伝
統
の
郷
土
料
理
は
も
ち

ろ
ん
、
創
作
料
理
な
ど
も
お
手
の
物
。

そ
う
し
た
経
験
を
生
か
し
、
産
直
を
通

し
て
地
元
の
農
産
物
が
地
元
で
売
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
売
れ
れ
ば
そ
れ
が
喜

び
に
な
り
、
さ
ら
に
弾
み
も
つ
く
。
生

産
者
と
消
費
者
の
距
離
が
ぐ
っ
と
縮
ま

り
、
お
互
い
に
喜
び
を
共
有
で
き
る
関

係
が
築
か
れ
た
。
今
、
ま
ち
の
顔
と
し

て
も
定
着
し
た
産
直
。
農
家
の
女
性
た

ち
は
現
代
の
農
業
を
支
え
る
食
の
守
り

手
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
産
直
に
は
、
地
元
の
農
産
物
の
良
さ

が
送
り
手
と
受
け
手
の
喜
び
と
な
っ
て

広
が
り
、
地
域
に
と
っ
て
も
農
業
生
産

力
の
向
上
や
活
性
化
、
地
域
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
と
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
な
が
る
役
割

が
あ
る
。
何
よ
り
、
鳥
海
山
か
ら
日
本

海
に
面
し
て
広
が
る
豊
か
な
大
地
の
恵

み
を
生
か
し
た
地
域
営
農
活
動
だ
。

　
「
産
直
に
懸
け
る
」
。
そ
の
思
い
も

ま
た
地
域
の
農
業
を
支
え
て
い
る
。

自家栽培の新鮮な野菜を提供（ゆりちゃん市場）

　大内出身で帰省のた
びに寄っています。か
ぶの漬け物など懐かし

い物に魅力があります。油揚げやぼた餅も
関東では売っていません。今日も買いまし
た。どれも採れたて、出来たてを買えます
ので、おいしく、日持ちもいいですし。そ
れに安くて手ごろなのが一番です。

高野たかさん（66歳
　・神奈川県横須賀市）

インタビュー

●市内の直売施設数、販売額の推移

平成16年

19ヵ所

17年

20

18年

21

19年

20

20年

19

直売所

販売額

■ ■

■
■

■

4億1,209万5千円
4億89万
　  5千円

5億3,336万7千円

5億1,485万7千円

5億9,388万円

（県由利地域振興局農林部調べ）

市内の直売施設はどこも人気上 （々「ひまわり会」で）

6

5

4



　会社を辞め、作った野菜を直
売に出し始めて５年です。キャ
ベツ、白菜、大根などのほか、山
も好きでワラビやゼンマイも季
節の商品です。お客さんの「お
いしかった」の言葉で、いい野
菜を作ろうという元気をいただ
きます。会員同士で友達になり、
朝、顔を合わせては安全・安心
で新鮮な野菜の作り方や害虫の
防除法なども聞いたり教
えてもらったりしてい
ます。

　丸山　令子さん
　　　　　　（62歳・岩城六呂田）

岩城産直会役員。稲作3.3㌶、大
豆80㌃、畑作20㌃を営む。

　青空市開設から参加して６年
目。コメだけでは食べていけな
い。少しでも足しになればと。
絹さやなどの野菜や山菜、蒸し
パンやゴマ豆腐などの加工品を
出しています。加工には材料費
がかかりますけど、数量限定と
し、おかげさま毎日完売です。
休む暇もない毎日ですが、黙っ
て家に居るよりもいいですか
　　　ら。仲間の皆さんとの会
　　　　　話を楽しみながらや
　　　　　  っています。

　中村　恵子さん
　　　　　　　　（58歳・内越）

青空市監事。稲作５㌶、畑作
20㌃を営む。

　道の駅そばに加工所が出来た
平成16年秋から自家野菜などを
使い、パウンドケーキや羊羹、
煮豆、米粉などを作っています。
堆肥により畑の作物もよく育ち、
野菜作りも楽しく、地域の人た
ちも仲良くしてくれます。「家
事もしっかり、そして直売」が
合言葉。「おいしかった」という
感想が励みです。この秋、知事
賞をいただいた雑穀おかきは、
昔の人の知恵を生かし、砂糖を
使わない甘さがポイントです。

　菊地　秋子さん
　　　　　（58歳・鳥海町上笹子）

笹子加工グループ代表。稲作1.5㌶、
肉用牛20頭飼育。女性農業士。

　カントリーエレベータそばの
ゆりっこ市場を経て、平成17年
からこの直売所でキャベツや長
芋、ネギなどを出しています。
おかげさまで売り上げは伸びて
おり、産直施設がここに出来て
よかったと喜んでいます。ふれ
あい牧場の堆肥を入れ、なるべ
く農薬を使わない栽培に努めて
います。秋田市から買いに来て
くれるお客さんもおり、メンバ
ー34人が競争意識を持ち、いい
物を作ろうと頑張っています。

　　  　木村キイ子さん
　　　　　　　　（68歳・森子）

ゆりちゃん市場会副会長。稲作
５㌶、畑作30㌃を営む。

　県内で肉用牛の競り
を行う「広域由利」と
「大曲」「鹿角」の３
家畜市場の統合による
新しい市場が本市に建
設される予定だ。この
市場統合について今年
の夏、県と秋田しんせ
い農協、秋田おばこ農
協、県畜産農協が合意
したもので、この背景
には、本市が県内最大
の産地であることや日
本海沿岸自動車道など
のアクセスに優れ、利
便性の高いことがポイ
ントになったとされる。
　３農協では現在、年間
約4600頭の子牛取り
引きが行われており、新
市場でも毎月500頭ほ
どの競りが見込まれる。
　再来年またはその翌
年に開設予定の新統合
市場が「秋田由利牛」
ブランドのさらなる飛
躍につながるものと、
畜産農家や行政だけで
なく、地域全体が大き
な期待を寄せている。

「
私
た
ち
、
秋
田
由
利
牛
の
大
フ
ァ
ン
で
す
　
」
（
今
年
２
月
）

！

名　称 所在地 電話番号
岩城産直会
ひまわり会
青空市
新鮮館“107”
にしめ新鮮組
にこにこ市
フレッシュ黄桜
ゆりちゃん市場
やさい王国
ほっといん鳥海

（岩城内道川　☎７３ー３８０８）
（岩谷町　　　☎６２ー０８３１）
（小人町　　　☎２２ー２２１５）
（雪車町　　　☎２９ー２８０８）
（西目町沼田　☎３３ー４３７８）
（西目町沼田　☎３３ー４１５１）
（東由利老方　☎６２ー４０８１）
（森子　　　　☎５３ー３１３２）
（矢島町城内　☎５５ー２５６０）
（鳥海町上笹子☎５９ー２０２２）

名　称 所在地 電話番号
菜らんど
めんこいな市場（ｲｵﾝｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ内
マックスバリュ本荘中央店　　　　
西目町ふれあい広場友の会（Aコープ西目店内
新緑会　　　　　　　　　（Aコープ大内店内
夕ぐれ市　　　（川口／　季節営業 
野菜市　　　　（館／　季節営業　
青空市場　　　（由利高原鉄道矢島駅前／季節営業
まごころ直売所（新上条／　季節営業
上川大内直売所（新田／　無人販売

☎28－0010）
（☎41－2345）
☎33－2155）
☎65－3615）
☎22－5542）
☎29－2311）
☎55－2066）
☎53－3343）
☎67－2102）

（鳥海町伏見　☎５７ー３７９７）

　
本
市
の
農

業
の
大
き
な

一
翼
を
担
う

畜
産
。
そ
の

主
役
で
あ
る

「
秋
田
由
利
牛
」の
取
り
組
み

も
盛
ん
だ
。
秋
田
由
利
牛
は

平
成
十
九
年
三
月
、
本
県
初

の
地
域
団
体
商
標
登
録
（
地

域
ブ
ラ
ン
ド
）
の
認
定
を
受

け
た
。
こ
れ
以
前
か
ら
県
、

本
市
、
に
か
ほ
市
や
Ｊ
Ａ
秋

田
し
ん
せ
い
、
商
工
会
な
ど

が
「
秋
田
由
利
牛
振
興
協
議

会
」
を
構
成
。
連
携
し
、
Ｐ

Ｒ
や
定
期
的
に
研
修
会
な
ど

を
開
催
し
、
振
興
を
図
っ
て

き
た
。

　
そ
の
成
果
は
肥
育
頭
数
の

増
加
に
表
れ
た
。
県
や
市
の

資
金
支
援
な
ど
に
よ
り
、
平

成
十
七
年
度
に
六
百
四
頭
だ

っ
た
肥
育
頭
数
は
昨
年
七
月

に
千
二
百
頭
を
数
え
、
四
年

で
一
気
に
倍
増
し
た
。
そ
の

後
預
託
牛
の
引
き
揚
げ
な
ど

に
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、

規
模
拡
大
に
取
り
組
む
畜
産

農
家
の
生
産
意
欲
は
高
く
、

畜
舎
の
増
築
な
ど
に
よ
る
規

模
拡
大
に
よ
っ
て
大
幅
な
伸

び
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の

名
を
高
め
る
消
費
者
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
も
精
力
的
だ
。
畜

産
農
家
が
ホ
テ
ル
な
ど
に
働

き
か
け
、
消
費
拡
大
策
と
し

て
開
い
て
い
る
「
秋
田
由
利

牛
デ
ィ
ナ
ー
」
だ
。

　
こ
の
催
し
は
、
秋
田
由
利

牛
を
ま
る
ご
と
味
わ
い
つ
く

す
会
の
主
催
。
特
撰
ス
テ
ー

キ
や
牛
に
ぎ
り
寿
司
な
ど
が

味
わ
え
る
と
あ
っ
て
毎
回
大

盛
況
。
特
上
の
味
わ
い
に
笑

顔
の
輪
が
広
が
り
、
着
実
に

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
る
。

　
「
地
元
の
皆
さ
ん
に
秋
田
由
利

牛
を
食
べ
て
も
ら
い
、
お
い
し
さ

・
安
全
安
心
を
こ
こ
か
ら
発
信
し

て
い
こ
う
」
と
、
農
家
や
市
・
Ｊ

Ａ
な
ど
の
有
志
で
会
を
設
立
。
春

夏
秋
冬
、
年
四
回
の
デ
ィ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
九
月
に
は
秋

田
市
で
開
き
、
二
百
五
十
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
七

回
開
き
、
延
べ
参
加
者
数
は
千
七

百
六
人
。も
う
す
ぐ
二
千
人
で
す
。

　
市
に
は
、
山
・
川
・
海
の
恵
み

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
秋

田
由
利
牛
と
ワ
イ
ン
だ
っ
た
り
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
新
ジ
ャ
ガ（
芋
）

だ
っ
た
り
と
い
う
素
材
を
組
み
合

わ
せ
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。
ホ
テ
ル
な
ど
で
の
取
り
組
み

も
広
が
っ
て
お
り
、
期
待
し
て
い

ま
す
。
有
志
の
会
で
予
算
も
な
い

の
で
す
が
、
精
肉
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
盲
導
犬
の
た
め
の

寄
付
も
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

　
来
月
も
、
市
内
で
開
催
の
予
定

で
す
。
有
名
な
銘
柄
牛
の
い
る
隣

県
で
こ
の
デ
ィ
ナ
ー
を
開
催
し
、

「
秋
田
由
利
牛
」
を
大
い
に
売
り
込

み
た
い
と
の
野
望
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
・
ハ
ー
ブ
ワ
ー

ル
ド
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（
☎
33
―
４
１

５
０
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。



　
「
ウ
シ
年
生
ま
れ
で
も
あ
り
、
以
前
か

ら
興
味
は
あ
り
ま
し
た
。
牛
が
自
分
に
な

つ
い
て
く
れ
る
と
か
わ
い
く
な
り
ま
す
。

牛
舎
で
は
『
元
気
に
な
れ
よ
』
と
声
を
か

け
な
が
ら
世
話
を
し
て
い
ま
す
」。

　
今
年
六
月
か
ら
畜
産
の
仕
事
を
始
め
た

拓
也
さ
ん
は
そ
う
言
っ
て
優
し
く
牛
の
頭

を
な
で
る
。

 

そ
れ
ま
で
は
大
手
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー

の
下
請
け
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
拓
也
さ

ん
。
不
況
に
よ
り
、
社
員
の
一
斉
解
雇
を

告
げ
ら
れ
る
。
時
同
じ
く
、
交
際
を
実
ら

せ
結
婚
。
妻
・
智
穂
美
さ
ん
（
30
歳
）
の

父
・
忠
さ
ん
（
53
歳
）
経
営
の
堀
内
陽
光

フ
ァ
ー
ム
で
繁
殖
牛
二
十
頭
、
肥
育
牛
九

十
頭
、
子
牛
を
含
め
百
二
十
頭
ほ
ど
の
飼

育
に
汗
を
流
す
。

 

「
月
に
四
頭
ず
つ
の
出
荷
体
制
が
決
ま

っ
て
お
り
、
繁
殖
で
生
ま
れ
た
牛
を
肥
育

し
た
り
と
い
う
繁
殖
・
肥
育
一
貫
体
制
で

す
。
ま
だ
、
一
年
を
通
じ
た
流
れ
を
聞
い

て
い
る
と
こ
ろ
。
手
伝
い
程
度
の
、
見
習

い
の
よ
う
な
も
の
で
す
」
。

 

起
床
し
、
牛
に
給
餌
し
た
後
で
朝
食
。

日
中
は
水
稲
の
管
理
や
草
地
で
の
刈
り
取

り
な
ど
を
し
、
午
後
三
時
過
ぎ
に
再
び
牛

舎
に
足
を
運
ぶ
毎
日
。
会
社
勤
務
の
時
と

は
仕
事
の
内
容
も
生
活
サ
イ
ク
ル
も
大
き

く
変
わ
っ
た
が
、
苦
に
感
じ
て
は
い
な
い
。

 

「
会
社
と
違
っ
て
、
自
分
の
や
り
方
を

試
せ
る
こ
と
に
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
青
空
の
下
で
仕
事
を
す
る
の
は
と

て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
か
ら
」
。

 

規
模
拡
大
は
せ
ず
、
当
面
は
現
状
の
規

模
で
の
経
営
を
念
頭
に
置
き
、
「
牛

た
ち
の
体
調
の
変
化
に
は
注
意
し
て

い
ま
す
。
自
分
で
育
て
た
牛
が
立
派

な
秋
田
由
利
牛
に
な
っ
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
し
、
全
国
的
な
知
名

度
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
父
が
積
み
重
ね
て
き
た
畜
産
経

営
を
守
り
、自
分
の
も
の
に
し
て
い

き
た
い
」
と
決
意
を
語
る
。
十
一
月

か
ら
ひ
と
月
か
け
、
人
工
授
精
師
の

資
格
を
得
る
た
め
の
研
修
に
も
通
っ
た
。

 

忠
さ
ん
は
「
初
め
て
行
う
作
業
を
自
分

の
も
の
に
し
、
効
率
性
な
ど
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
。
牛
の
場
合
、
手
を
掛
け

て
収
入
を
得
る
ま
で
二
年
、
三
年
と
か
か

り
ま
す
。
私
の
や
り
方
が
す
べ
て
で
は
な

い
の
で
、
自
ら
プ
ラ
ン
を
組
み
立
て
、
工

夫
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

 

秋
田
わ
か
杉
国
体
ま
で
、
三
年
連
続
で

弓
道
競
技
に
出
場
し
た
拓
也
さ
ん
。
智
穂

美
さ
ん
と
も
弓
道
を
通
じ
て
知
り
合
い
、

ゴ
ー
ル
イ
ン
。
再
び
、
来
秋
の
ゆ
め
半
島

千
葉
国
体
の
県
代
表
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

 

六
月
に
誕
生
す
る
二
世
と
親
子
で
弓
道

を
す
る
の
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
子
ど

も
に
は
ち
ょ
っ
と
。
牛
の
世
話
は
や
ら
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
」
と
笑
っ
た
。

 

健
康
な
牛
の
飼
育
に
努
め
る
担
い
手
と

し
て
、
秋
田
由
利
牛
に
懸
け
る
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

  

県
畜
産
共
進
会(

枝
肉
部
門)

が
十
一
月

八
日
、
県
食
肉
流
通
公
社(

秋
田
市)

で
行

わ
れ
、
市
営
「
ふ
れ
あ
い
農
場
」
の
枝
肉

が
最
高
賞
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
を
獲
得
し

た
。
今
回
出
品
さ
れ
た
の
は
平
成
十
八
年

十
二
月
か
ら
同
十
九
年
八
月
ま
で
に
生
ま

れ
た
県
内
各
地
の
黒
毛
和
種
の
肉
用
牛
百

二
頭
。
脂
肪
交
雑
（
霜
降
り
の
度
合
い
）

や
肉
の
色
、
ロ
ー
ス
の
面
積
な
ど
が
審
査

さ
れ
た
。
熊
谷
典
夫
さ
ん
（
東
鮎
川
）
の

枝
肉
も
最
高
賞
に
続
く
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

 

ふ
れ
あ
い
農
場
の
渡
部
完
治
場
主
（
技

術
員
）
は
「
人
が
食
べ
て
も
お
い
し
い
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
胚
芽
や
表
皮
な
ど
を
与
え

る
と
と
も
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
に
配
慮
し
、
食
欲
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
牧
草
は
完
全
自
給
、
ワ
ラ
も
地

元
や
国
産
。
牛
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
な

い
良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

  

畜
産
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
の
が
牛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
餌
。
飼
料
自
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
を
高
め
、
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
機
能
を
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま
活
用
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
作
物
が
「
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

（
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
…
稲
発
酵
粗
飼
料
）」
だ
。Ｗ

Ｃ
Ｓ
は
モ
ミ
が
完
熟
す
る
前
に
葉
や
茎

と
一
緒
に
青
刈
り
し
密
封
、
乳
酸
菌
発

酵
さ
せ
た
も
の
で
、
発
酵
に
よ
り
飼
料

の
保
存
性
が
良
く
な
り
、
独
特
の
香
り

で
家
畜
が
好
み
、
消
化
に
も
良
い
と
さ

れ
る
。
循
環
型
農
業
の
確
立
に
も
つ
な

が
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
市
内
で
の
作
付
面
積
は

九
十
六
・
九
㌶
あ
ま
り
だ
。

 

今
秋
の
県
種
苗
交
換
会
で
鳥
海
地
域
産

の
Ｗ
Ｃ
Ｓ（
あ
き
た
こ
ま
ち
）が
農
林
水
産

大
臣
賞
に
輝
い
た
。
同
地
域
で
は
鳥
海
町

飼
料
稲
生
産
利
用
組
合（
鈴
木
富
未
雄
組
合

長
・
組
合
員
五
人
）な
ど
が
刈
り
取
り
に
当

た
っ
て
い
る
。
同
地
域
か
ら
の
出
品
で
大

臣
賞
受
賞
は
昨
年
に
続
き
こ
れ
が
三
度
目
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
・
秋
田
由
利
牛
が
県
内
一

良
質
な
地
元
産
の
飼
料
で
育
っ
て
い
る
こ

と
は
喜
ば
し
く
、
耕
畜
連
携
を
推
進
す
る

農
家
の
力
で
あ
り
、
誇
り
で
あ
る
。

  

今
年
十
月
に
行
わ
れ
た
全
国
牛
削
蹄
競

技
大
会
で
、
削
蹄
師
の
大
場
惣
晃
さ
ん（
39

歳
・
東
由
利
久
保
）
が
優
勝
を
果
た
し
、

農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
い
た
。
牛
は
長
く

な
っ
た
ヒ
ヅ
メ
を
削
ら
な
い
と
足
元
が
不

安
定
に
な
り
、
病
気
に
か
か
っ
た
り
成
長

に
影
響
し
た
り
す
る
。
「
何
百
㌔
も
の
体

重
を
支
え
る
ヒ
ヅ
メ
で
す
か
ら
」
。

　
大
場
さ
ん
た
ち
の
日
本
一
の
削
蹄
技
術

が
、
健
康
な
秋
田
由
利
牛
の
基
盤
を
支
え

る
確
か
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
と

一
緒
に
牛
の
世
話
を
や
り
た
い
。

・

■□

24
歳
・
中
梵
天

牛
の
世
話
を
す
る
堀
内
さ
ん

「
ふ
れ
あ
い
農
場
の
飼
育
法
が 

農
家
に
も
浸
透
し
、
成
果
を
あ 

げ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で 

す
」
と
話
す
渡
部
場
主

専用のコンバインで刈り取った後
ラッピングされる

牛の足を押さえながら
削蹄する大場さん

が
　
　
い

Horiuchi Takuya & Chihomi



低
コ
ス
ト
、
省
力
化
の
追
求

●
立
石
直
播
研
究
会

  

矢
島
地
域
立
石
地
区
の
コ
メ

農
家
十
二
人
が
メ
ン
バ
ー
と
な

っ
て
い
る
「
立
石
直
播
研
究 

会
」
。
子
吉
川
沿
い
に
広
が
る

十
㌶
の
水
田
で
水
稲
の
直
播
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

水
稲
直
播
栽
培
と
は
、
苗
を

育
て
植
え
る
の
で
は
な
く
、
水

田
に
直
接
モ
ミ
種
を
ま
く
栽
培

方
法
。
播
種
や
苗
作
り
な
ど
に

か
か
る
経
費
や
労
力
が
軽
減
す

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

 

「
地
区
内
も
高
齢
化
し
て
お

り
、
稲
作
に
か
か
る
労
力
を
園

芸
作
物
な
ど
に
向
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
、
三
年
前
か

ら
試
験
的
に
栽
培
。
昨
年
は
県

や
農
協
と
連
携
し
四
㌶
に
作
付

け
、
収
量
も
十
分
だ
っ
た
こ
と

か
ら
本
格
導
入
を
決
め
た
。
今

年
は
五
月
七
日
か
ら
直
播
作
業

を
行
っ
た
。
農
家
は
そ
の
二
日

前
に
合
わ
せ
て
耕
起
、
代
掻
き

を
し
、
こ
の
作
業
期
間
も
大
幅

に
短
縮
さ
れ
た
。
「
床
土
詰
め
、

種
ま
き
、
育
苗
ハ
ウ
ス
で
の
水

や
り
な
ど
の
春
作
業
が
な
く
な

り
、
女
性
た
ち
は
喜
ん
で
い
る
。

大
規
模
農
家
で
あ
れ
ば
直
播
の

時
期
を
ず
ら
す
こ
と
も
で
き
、

規
模
拡
大
も
可
能
」
と
佐
藤

会
長
。
新
た
に
ピ
ー
マ
ン
や
ミ

ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
栽
培
も
始
ま

っ
た
。

 

「
目
標
面
積
は
二
十
㌶
。
雑

草
の
除
去
が
課
題
だ
が
、
来
年

も
三
・
五
㌶
増
や
す
こ
と
に
な

っ
た
。
コ
メ
だ
け
で
な
く
、
他

品
目
の
生
産
を
進
め
、
付
加
価

値
の
高
い
農
業
を
目
指
す
」
と

語
る
。
直
播
の
技
術
確
立
に
懸

け
る
志
は
高
い
。

 

水
稲
直
播
と
施
設
野
菜
実
施

●
農
事
組
合
法
人
「
田
高
」

  

先
取
的
に
法
人
へ
移
行
、
農

業
機
械
と
倉
庫
を
所
有
し
、
十

七
㌃
の
ハ
ウ
ス
で
野
菜
な
ど
の

栽
培
技
術
の
習
得
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
「
農
事
組
合
法
人

『
田
高
』
」
だ
。

 

集
落
営
農
組
織
か
ら
昨
年
三

月
に
法
人
化
。
役
員
の
ま
と
ま

り
も
よ
く
、
法
人
化
は
ス
ム
ー

ズ
に
運
ん
だ
と
言
う
。
メ
リ
ッ

ト
に
こ
れ
ま
で
個
々
に
所
有
し

て
い
た
機
械
や
ハ
ウ
ス
、
作
業

小
屋
に
か
か
る
経
費
、
家
族
総

出
の
作
業
が
な
く
な
っ
た
こ
と

を
上
げ
る
。
「
高
齢
の
た
め
草

刈
り
な
ど
が
で
き
な
く
な
っ
た

人
の
田
ん
ぼ
の
管
理
も
当
然
や

り
ま
す
」
と
農
地
の
保
全
に
力

を
込
め
る
。

 

水
稲
直
播
は
昨
年
か
ら
本
格

的
に
実
施
し
、
面
積
は
四
㌶
。

育
苗
用
の
ハ
ウ
ス
で
始
め
た
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
は
三
年
目
、

サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
は
二
年
目
に
な
る
。

「
野
菜
は
ど
ち
ら
も
厳
し
い
収

支
で
す
が
、
技
術
的
な
習
得
を

目
的
と
し
て
新
た
に
取
り
組
ん

だ
分
野
。
法
人
と
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
強
み
か
な
と
感
じ

ま
す
」
と
話
す
三
浦
代
表
。

 

法
人
が
目
指
す
の
は
新
し
い

品
種
の
直
播
。
「
七
㌶
に
大
豆

を
転
作
し
て
お
り
、
翌
年
に
植

え
て
も
倒
伏
し
に
く
い
と
さ
れ

る
『
は
え
ぬ
き
』
を
試
験
的
に

直
播
で
と
考
え
て
い
ま
す
。
水

稲
を
基
本
に
直
播
の
収
量
を
向

上
さ
せ
な
が
ら
、
ハ
ウ
ス
を
う

ま
く
活
用
し
た
、
通
年
栽
培
で

の
複
合
導
入
が
目
標
で
す
」
と

展
望
を
開
く
。

 

次
代
に
向
け
経
営
安
定
策
探
る

●
石
沢
館
集
落
営
農
組
合

  

「
地
区
の
約
五
十
世
帯
の
う

ち
、
農
家
は
二
十
世
帯
ほ
ど
。

コ
メ
を
出
荷
し
て
い
る
の
は
十

一
軒
か
な
。
高
齢
化
も
進
み
、

集
落
営
農
を
通
じ
て
後
継
者
を

育
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

と
思
い
、
組
合
を
設
立
し
ま
し

た
」
。
平
成
十
八
年
の
暮
れ
に

組
織
し
、
三
年
目
の
今
年
は
水

稲
二
十
四
㌶
、
大
豆
七
㌶
、
育

苗
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
と
ヒ
マ
ワ
リ
、
露
地

で
小
菊
を
栽
培
す
る
。

 

「
主
力
は
五
十
代
と
六
十
代

の
男
四
人
。
お
母
さ
ん
方
の
馬

力
を
借
り
た
い
と
考
え
、
花
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
菊
は
二
年
目
の
今
年
、
面
積

が
倍
に
な
り
ま
し
た
。
お
盆
用

の
出
荷
に
合
わ
せ
、
繁
忙
期
の

人
件
費
を
支
払
え
ば
あ
ま
り
残

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
『
み
ん
な

で
協
力
し
て
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
』
と
い
う
共
通
認
識
で
仲

良
く
活
動
中
で
す
」
と
話
す
。

 

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン

な
ど
の
共
同
利
用
組
合
が
あ
り
、

当
時
か
ら
続
く
十
年
以
上
の
共

同
精
神
・
心
の
つ
な
が
り
が
組

合
員
の
絆
だ
。

 

「
若
い
人
が
会
社
勤
め
を
す

る
か
、
集
落
営
農
で
農
業
を
や

る
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
に
ま
で

経
営
を
安
定
さ
せ
た
い
。
そ
の

環
境
を
つ
く
る
の
が
私
た
ち
の

責
任
。
集
落
の
田
ん
ぼ
を
ど
う

や
っ
て
守
る
か
を
話
し
合
う
の

が
組
合
の
一
番
の
仕
事
」
と
き

っ
ぱ
り
。
そ
の
た
め
の
法
人
化

や
規
模
拡
大
を
思
い
描
き
な
が
ら
、

地
区
の
未
来
を
見
つ
め
る
。

石沢館集落営農組合

小松忠彦 組合長 
　51歳・組合員22人

立石直播研究会

佐藤博美 会長  
　43歳・会員12人

地域営農の持続的展開へ

ミニトマトの定植（農事組合法人「田高」）　上：トルコギキョウのハウス（石沢館集落営農組合）苗の直播作業を行う立石直播研究会

農事組合法人「田高」

三浦善信 代表理事 
　55歳・組合員25人



「
六
十
代
が
郷
土
を
守
る
」

●
下
平
根
集
落
営
農
組
合

  

鳥
海
地
域
の
「
下
平
根
集
落

営
農
組
合
」
は
平
成
十
九
年
か

ら
長
ナ
ス
、
枝
豆
、
長
ネ
ギ
の

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
米

価
の
低
迷
で
、
コ
メ
単
作
で
は

立
ち
行
か
な
く
な
る
と
考
え
、

三
十
㌃
に
長
ナ
ス
を
栽
培
。
二

年
目
に
出
荷
価
格
が
大
幅
に
下

が
り
赤
字
と
な
っ
た
が
、
今
年

の
収
穫
で
解
消
で
き
た
と
言
う
。

枝
豆
は
休
耕
田
だ
っ
た
農
地
を

活
用
し
地
域
の
景
観
向
上
を
図

る
ね
ら
い
で
二
十
六
㌃
に
ま
で

拡
大
。
新
し
く
十
㌃
に
作
付
け

し
た
長
ネ
ギ
は
秋
冬
採
り
の
品
種
・

冬
扇
３
号
を
作
付
け
、約
二
㌧
を

収
穫
し
た
。

 

「
役
員
か
ら
路
上
販
売
し
て

は
ど
う
か
と
の
ア
イ
デ
ア
が
出

ま
し
て
、
十
月
下
旬
か
ら
十
一

月
上
旬
で
完
売
し
ま
し
た
よ
」

と
村
上
会
長
は
話
す
。
畑
作
を

進
め
る
の
は
、
輪
作
に
よ
り
農

地
を
守
り
、
生
す
か
た
め
。
冬

期
間
の
加
工
品
製
造
や
セ
リ
な

ど
の
栽
培
も
ね
ら
う
。

 
「
農
業
は
全
国
的
に
担
い
手

の
確
保
が
大
き
な
課
題
。
う
ち

の
組
合
も
六
十
代
が
主
体
で

す
。
で
も
、
若
い
人
は
外
貨
（
農

外
収
入
）
を
稼
ぎ
、
六
十
代
が

担
い
手
と
い
う
営
農
形
態
も
あ

っ
て
い
い
。
そ
う
思
い
ま
す
」
。

社
会
構
造
の
変
化
を
も
前
向
き

な
姿
勢
で
と
ら
え
る
。

 

「
六
十
代
の
人
た
ち
は
口
々

に
『
こ
こ
に
は
仕
事
が
あ
り
、

働
き
が
い
が
あ
る
』
と
話
し
ま

す
。
会
社
勤
め
を
辞
め
た
か
ら

終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら

が
農
業
の
現
役
。
経
験
を
生
か

し
、
笑
い
な
が
ら
仕
事
が
で
き

る
。
そ
う
い
う
集
落
営
農
組
織
、

地
域
社
会
を
つ
く
り
た
い
」
と

  

宣
言
　
す
る
。

 

地
場
の
コ
メ
で
ど
ぶ
ろ
く
製
造

●（
株
）秋
田
ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム

  

コ
メ
を
使
っ
た
食
品
開
発
な

ど
を
手
が
け
る（
株
）秋
田
ニ
ュ
ー

バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
で
は
ど
ぶ
ろ

く
を
製
造
し
て
い
る
。
構
造
改

革
特
区
の
一
つ
で
、
市
が
「
秀

峰
鳥
海
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
い
ち

早
く
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

 

「
地
域
の
新
し
い
特
産
品
に

な
る
物
を
と
、
地
元
の
コ
メ
、

鳥
海
山
の
伏
流
水
を
用
い
ま
し

た
。
『
ひ
と
め
ぼ
れ
』
を
60
％

精
米
し
、
一
般
的
に
は
吟
醸
レ

ベ
ル
の
ど
ぶ
ろ
く
で
す
」
と
地

場
産
素
材
、
地
域
か
ら
の
発
信

に
力
を
込
め
る
。

 

「
女
性
杜
氏
二
人
の
感
覚
を

生
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を

抑
え
、
お
酒
を
あ
ま
り
好
き
で

な
い
人
に
も
好
ま
れ
る
も
の
を

仕
込
み
ま
す
」
。
発
酵
具
合
に

は
神
経
を
使
っ
た
と
話
す
。

 

「
食
品
会
社
と
し
て
衛
生
管

理
面
は
万
全
で
す
。
新
し
い
、

清
潔
な
工
場
の
中
で
製
造
し
た

安
全
・
安
心
な
ど
ぶ
ろ
く
。
昔

な
が
ら
の
自
然
で
、
素
朴
な
味

わ
い
に
な
り
ま
し
た
。
市
の
特

産
と
し
て
親
し
ま
れ
る
こ
と
を

願
い
、
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
月
下
旬

に
お
披
露
目
会
を
開
き
、
こ
こ

で
の
販
売
も
開
始
の
予
定
で

す
」
。

 

地
産
地
消
も
担
当
す
る
佐
藤

取
締
役
は
「
生
産
・
製
造
か
ら

流
通
ル
ー
ト
に
よ
る
販
売
ま
で

を
お
手
伝
い
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
た

い
」
と
一
層
の
広
が
り
に
強
い

思
い
を
込
め
る
。

 

活
動
充
実
へ
、
加
工
所
を
整
備

●
矢
島
町
農
林
水
産
物
直
売
組
合

  

直
売
施
設
「
や
さ
い
王
国
」

隣
接
地
に
、
加
工
所
の
整
備
が

進
ん
で
い
る
。
矢
島
地
域
の
直

売
組
合
が
、
市
の
「
新
農
村
生

活
創
造
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
活

用
し
た
事
業
だ
。

 
「
オ
ー
プ
ン
か
ら
十
周
年
を

迎
え
、
待
望
の
加
工
所
が
出
来

ま
す
。
衛
生
管
理
上
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
あ
っ
て
も
加
工
所
が

な
け
れ
ば
『
作
っ
て
売
る
』
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
前
の
加

工
施
設
が
あ
る
こ
と
で
、
会
員

の
活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
り

ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
茂
木

さ
ん
。 

　
今
年
三
月
の
「
ひ
な
街
道
」

で
は
、
個
人
の
加
工
所
を
借
り

て
二
百
食
ぐ
ら
い
の
弁
当
を
提
供
。

加
工
所
の
完
成
後
は
、
組
合
で

弁
当
や
惣
菜
を
提
供
す
る
計
画 

だ
。

 

「
く
ら
か
け
豆
の
サ
ラ
ダ
や

芋
殻
の
お
つ
ゆ
も
と
て
も
喜
ば

れ
ま
し
た
。
懐
か
し
い
味
を
掘

り
起
こ
し
た
い
で
す
し
、
昔
使

っ
た
塗
り
の
お
膳
を
使
い
、
総

合
案
内
所
の
和
室
を
借
り
て
矢

島
の
伝
統
的
な
味
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
構
想
を
描
く
。

 

種
苗
交
換
会
で
は
試
食
に
振

る
舞
っ
た
「
米
粉
百
パ
ー
セ
ン

ト
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
」
が
好

評
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
商

品
化
な
ど
を
通
し
、
地
域
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
担
う
。

（株）秋田ニューバイオファーム

佐藤和則 取締役・ 
　加工事業部長  41歳

下平根集落営農組合

村上貞治郎 組合長 
　69歳・組合員23人

工場でのどぶろくの検査。後方 
にあるのが空になったタンク 
（ハーブワールドＡＫＩＴＡ内）

長ネギの病害診断で（下平根集落営農組合）

新農村生活創造サポート事業●農山村地域の活性化を促進するため、地場農産物加工品の新規開発・製造などに取り組
む農林漁家・団体を支援する事業。本年度はフランス鴨の加工施設やアケビ園の造成など、市内９経営体が支援を受けた。

集落営農組織化の状況

本　荘 

矢　島 

岩　城 

由　利 

大　内 

東由利

西　目 

鳥　海 

    計　

1 

2 

1 

4

21 

8 

11 

15 

14 

11 

6 

18 

104

うち法人地域・組織数 

■取材先団体の位置

矢島町農林水産物直売組合 

茂木美寶子 組合長  
　62歳・組合員46人

「やさい王国」隣接地で整備が進められている加工所

“

”



　　　物の実りはすごい。土と
　　　水と太陽があれば、一粒
　　　の種が成長して花が咲き、
多くの種を持った実りになる。
その種を絶やさない限り、実り
は毎年続く。自然と人のかかわ
りの中でいつまでも再生産が可
能だ。私たちはその一部をお裾
分けしてもらって生きている。
食生活を支え、自然が生み出す
食料にかかわる産業が農業だ。
　かつて農業と農村・山村・漁
村はともにあり、城下町も農業
と密着、一体的な関係にあった。
 しかし、昭和30年代以降、工
業化が進み、高度経済成長の時
代を迎えたあたりから、都市は
急激に大きくなり、都市と農村
や農業が遠くなっていく。同時
に農業も工業と同じように、大
量に生産し遠隔地まで流通させ
るというシステムに移行し、そ
のための規模拡大、主産地形成、
単一品目大量生産を目指した近
代経営へと転換した。そして今、 

農業は「作れば売れる」時代か
ら、消費者が求める価格と品質、
品ぞろえを満たし「喜んで食べ
てもらえる農産物の生産と提供」
の時代になった。
 
 　　業が果たす社会的な役割
　　　は単に食の供給だけとは
　　　言えない。水田が持つ貯
水機能、水源の涵養や景観がも
たらす癒しの効果などもあり、
豊かな生態系が残る農地・水環
境は社会共通の資本に位置づけ
られ、さまざまな保全活動も進
められている。
 また、古くから伝わる素朴な
祭りも多くは農耕儀礼に基づい
ており、これらを失うことは連
綿と続いてきた地域の成り立ち、
文化の衰退を招きかねない。 
　食に関する知識と食を選択す
る力を習得し、健全な食生活を
実践できる人を育てること、「食

育」。市内の小・中学校、高校で
も食育の推進に取り組んでいる。
本荘由利学校栄養士部会の米持
昭子部会長（尾崎小学校栄養教
諭）は「食事の重要性や感謝の
心、社会性などの指導目標に沿
って全体計画を作成し、各校の
特色を生かした取り組みが行わ
れています。給食では地場産物
の使用を推進し、地域に根ざし
た安全な『生きた教材』となる
ように努めています」と話す。

 
地場産物が生きた教材に

「また、地域の農産物を子ども
たちが育てて収穫したり、食料
になる動物の命のつながりを実
際に目の前で見たり、そういう
体験活動も非常に効果的な食育
の取り組みと言われています。
地場産物を活用した郷土料理の
伝承など、食育はいろいろな切
り口から取り組むことができま
す。学校・家庭・地域社会との
連携をとって推進していくこと 

が大切だと考えます」と結んだ。 

　　　海りんどうの販売額１億
　　　円突破に突き動かされ、
　　　営農の現場を回った。そ
こには超高層ビル群も地下鉄も
ないが、豊かな農地とチャレン
ジ精神旺盛で、確かな成果を収
めている農業者がいる。
　大地とともに、人もまた資源
であり、財産だ。どんなに豊か
な資源があっても生かせなけれ
ば風化する。だが、地域の農業
を風化させる訳にはいかない。
　意欲にあふれ、実践力のある
農業人が明日の地域営農を切り
開いている。その気概は子ども
たちへと伝わり、受け継がれて
いくはずだ。産直会の会員たち
は明るい。子どもたちの瞳も輝い
ている。この光がある限り、次代
の農業は決して暗くない── 
　【徹底リポート・農業実践力　終わり】

作

農

鳥

終
章

直
根
小
学
校
（
金
利
紀
校
長
）
で

十
一
月
十
五
日
に
開
か
れ
た
「
新

そ
ば
ま
つ
り
」
。
校
内
の
農
園
で

栽
培
し
た
ソ
バ
を
使
い
、
地
域
住

民
を
招
い
て
そ
ば
打
ち
を
行
っ
た
。

同
校
で
は
百
宅
地
区
の
農
家
と
連

携
協
定
を
結
び
、
伝
統
の
「
百
宅

そ
ば
」
も
共
同
栽
培
し
て
い
る
。

ひとみ

コメ、キノコやサトイモなど、地場産の食 
材を調理しながら食を学ぶ、西目高校（石 
山成子校長）の「食育」。（昨年11月７日）

日
本
一
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
県
大 

会
の
学
校
・
園
児
の
部
で
一
位
と 

な
っ
た
子
吉
小
学
校
（
石
垣
正
美 

校
長
）。「
64
・
７
㌔
も
あ
っ
た
ヨ
」。

田
ん
ぼ
で
笑
顔
を
見
せ
る
尾
崎
小 

学
校
（
三
浦
敏
弘
校
長
）
児
童
。

豊
か
な
実
り
が
子
ど
も
た
ち
の  

成
長
を
は
ぐ
く
む
。



　
県
産
品
の
認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
す
る「
あ
き
た
美
彩
館
」

の
物
販
店
舗
お
よ
び
飲
食
店
舗
の
運

営
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
12
月
28
日（
月
）ま
で

▽
所
在
地
　
東
京
都
港
区
高
輪
４
丁

　
目
10
―
８
京
急
第
７
ビ
ル
１
階

▽
応
募
資
格
　
飲
食
業
、
物
販
業
を

　
営
ん
で
い
る
こ
と
／
県
内
に
本
社

　
お
よ
び
店
舗
を
有
し
、
営
業
し
て

　
い
る
こ
と
／
過
去
三
年
間
、
法
令

　
や
県
と
の
契
約
な
ど
に
違
反
し
た

　
経
歴
が
な
い
こ
と
　
ほ
か

▽
応
募
形
態
　
一
者
単
独
、
二
者
に

　
よ
る
共
同
事
業
体
で
の
応
募

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県

　
食
彩
あ
き
た
推
進
室
（
☎
０
１
８

　
―
８
６
０
―
２
２
５
７
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

　pr
e
f.a
k
ita.l

g.jp
/s
y
o
k
u
s
a
i/

▽
公
営
住
宅

　
本
荘
地
域
　
　
１
戸（
松
涛
）

　
矢
島
地
域
　
　
１
戸（
栩
木
田
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸（
下
山
寺
）

　
岩
城
地
域
　
　
１
戸（
愛
宕
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸（
緑
ヶ
丘
北
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸（
観
音
下
）

　
由
利
地
域
　
　
２
戸（
滝
沢
舘
）

※
滝
沢
舘
団
地
浴
槽
新
設
済
み
　

▽
公
共
住
宅
（
若
者
）

　
東
由
利
地
域
　
１
戸（
吉
野
）

▽
申
込
期
限
　
12
月
25
日（
金
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
入

　
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市
都

　
市
計
画
課
（
☎
24
―
６
３
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
ま
で

①
パ
ソ
コ
ン
基
礎
　
１
月
19
日（
火
）

②
ワ
ー
ド
初
級
　
　
１
月
20
日（
水
）

③
エ
ク
セ
ル
基
礎
　
１
月
26
日（
火
）

④
エ
ク
セ
ル
初
級
　
１
月
27
日（
水
）

⑤
ワ
ー
ド
中
級
①
　
２
月
２
日（
火
）

⑥
エ
ク
セ
ル
中
級
①   

２
月
３
日（
水
）

⑦
ワ
ー
ド
中
級
②
　
２
月
９
日（
火
）

⑧
エ
ク
セ
ル
中
級
②   

２
月
10
日（
水
）

⑨
ワ
ー
ド
中
級
③
　
２
月
16
日（
火
）

⑩
エ
ク
セ
ル
中
級
③   

２
月
17
日（
水
）

※
受
講
時
間
は
各
回
と
も
、
午
前
９

　
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
資
格
　
本
市
へ
在
住
し
、
雇

　
用
保
険
の
受
給
資
格
の
な
い
離
職

　
者
で
あ
る
こ
と（
求
職
者
に
限
る
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
初

　
め
て
受
講
さ
れ
る
方
を
優
先
）
。

　
受
講
日
数
に
応
じ
て
受
講
手
当
を

　
支
給
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
12

　
月
25
日（
金
）ま
で
（
平
日
午
前
９

　
時
〜
午
後
５
時
）、
本
荘
由
利
職

　
業
訓
練
協
会（
☎
23
―
５
５
０
２
）

　
資
格
を
有
し
な
が
ら
、
福
祉
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
就
労
し
て
い
な
い
方

の
再
就
労
の
た
め
の
研
修
会
で
す
。

▽
受
講
資
格
　
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー

　
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
有
資
格
者

▽
と
き
（
中
央
会
場
）
　
平
成
22
年

　
１
月
16
日（
土
）〜
17
日（
日
）

▽
と
こ
ろ
（
中
央
会
場
）
　
日
本
赤

　
十
字
秋
田
短
期
大
学
（
秋
田
市
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
12

　
月
30
日（
水
）ま
で
、
県
介
護
福
祉

　
士
会
研
修
担
当
　
平
塚
（
☎
０
９

　
０
―
２
２
７
２
―
５
０
０
２
）

※
中
央
会
場
の
ほ
か
、
県
北
・
県
南

　
会
場
も
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
償
却
資
産
は
資
産
の
所
有
者
か
ら

の
申
告
を
も
と
に
課
税
を
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
適
正
な
申
告
と
期
限

ま
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
告
が
必
要
な
方
】

　
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
お
よ
び

法
人
（
リ
ー
ス
業
や
賃
貸
住
宅
、
駐

車
場
の
経
営
な
ど
を
含
む
）

※
免
税
点
未
満
で
税
額
が
発
生
し
な

　
い
方
で
あ
っ
て
も
償
却
資
産
を
所

　
有
し
て
い
れ
ば
申
告
が
必
要
で
す
。

【
申
告
対
象
資
産
】

　
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
で
所
有

す
る
事
業
用
資
産
（
構
築
物
・
機
械

お
よ
び
装
置
・
工
具
・
器
具
・
備
品

な
ど
）
で
土
地
、家
屋
以
外
の
も
の
。

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
車
両
も
含
ま
れ

ま
す
。

▽
申
告
書
提
出
期
限
　
平
成
22
年
２

　
月
１
日（
月
）

▽
申
告
書
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
税
務
課
資
産
税
班
（
☎
24
―
６

　
３
０
４
）

　
新
春
を
飾
る
消
防
出
初
め
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
市
民
多
数

の
ご
参
観
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き
　
平
成
22
年
１
月
５
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
く
す
玉
開
放

　（
市
役
所
前
）、
９
時
40
分
〜
分
列

　
行
進
（
市
役
所
前
道
路
）
、
10
時

　
30
分
〜
式
典
（
本
荘
文
化
会
館
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
消
防
本
部
総

　
務
課
（
☎
24
―
６
２
９
５
）

　県では、住宅を新築や改修な
どをする方へ住宅ローンの利子
の一部を助成しています。
　助成内容　【新築など】…住
　宅ローン償還残高の当初５年
　分の利子相当額の１／２（限
　度額80万円）を助成／【改修
　など】…住宅ローン償還残高
　の当初３年分の利子1.5㌫（限
　度額40万円）を助成
　申込期間　平成22年３月31日
　（水）まで
※平成22年３月31日までに工事
　が完成する必要があります。
　詳細はお問い合わせください。
◆申し込み・問い合わせ先　
　県建築住宅課（☎018�\860�\

�@2561）

▽
▽

●弁護士による多重債務無料法律相談を行います（要予約）
　とき　12月21日（月）午前10時～午後３時　　ところ　市役所市民相談室
　申し込み・問い合わせ先　市交通防災課市民相談班（☎24�|6251）

▽ ▽

▽

投げの基本を指導

「頭の中だけで考えず、挑戦することが大事」と古賀さん

功労者に感謝状を贈呈し、式辞を述べる岡田会長

　
本
荘
芸
術
文
化
協
会
（
岡
田
邦

雄
会
長
）
の
創
立
四
十
周
年
記
念

式
典
が
十
一
月
二
十
二
日
、
関
係

者
な
ど
約
百
七
十
人
が
出
席
し
、

市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
昭
和
四
十
四
年
の
発

足
以
来
、
地
域
の
芸
術
文
化
活
動

の
普
及
・
発
展
に
貢
献
し
、
現
在

は
六
十
一
団
体
、
約
千
七
百
人
の

会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
芸
術
文
化
の
向
上

に
功
績
の
あ
っ
た
小
川
玲
子
さ
ん

（
生
け
花
・
薬
師
堂
）、
石
崎
博
治

さ
ん（
詩
吟
・
石
脇
）、
小
関
裕
子

さ
ん
（
茶
道
・
中
竪
町
）
へ
の

感
謝
状
贈
呈
に
続
き
、
岡
田
会
長

が
「
四
十
周
年
を
契
機
に
さ
ら
な

る
発
展
を
期
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

民
謡
な
ど
の
余
興
で
会
場
が
大
い

に
盛
り
上
が
る
中
、
会
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
よ
り
精
進
す
る
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
由
利
高
原
鉄
道
を
応
援
し
よ
う
と
首
都

圏
在
住
の
市
出
身
者
で
結
成
し
た
“
鳥
海

山
ろ
く
線
飛
び
乗
ろ
う
会
”
の
旅
が
、
十

一
月
十
四
日
・
十
五
日
に
行
わ
れ
、
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
お
ば
こ
号
で
移
動
し
た
一
行
は
矢
島
、

鳥
海
地
域
の
名
所
を
観
光
。
同
会
幹
事
の

畑
澤
富
美
夫
さ
ん
（
埼
玉
県
川
口
市
）
は

「
自
然
・
歴
史
と
お
ば
こ
号
を
結
び
つ
け
、

付
加
価
値
を
高
め
る
企
画
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
十
四
日
に
は
モ
ダ
ン
エ

イ
ジ
（
市
地
域
活
性
化
協
議
会
）
の
主
催

で
、
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し

よ
う
と
「
ハ
ッ
ピ
ー
ト
レ
イ
ン
」
が
運
行

さ
れ
、
約
三
十
人
が
参
加
す
る
中
、
三
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
平
成
の
三
四
郎
」
こ
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪

男
子
柔
道
七
十
一
㌔
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
古
賀

稔
彦
さ
ん
を
講
師
に
、
文
化
講
演
会
が
十
二
月

六
日
、
岩
城
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
古
賀
さ
ん
は
「
夢
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
、
優

勝
候
補
と
さ
れ
た
ソ
ウ
ル
五
輪
で
の
挫
折
（
三

回
戦
敗
退
）
や
、
け
が
を
乗
り
越
え
て
つ
か
ん

だ
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
で
の
栄
冠
に
つ
い
て
、「
努

力
し
て
、
初
め
て
チ
ャ
ン
ス
は
与
え
ら
れ
る
」

「
周
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
、
重
圧
を
力
に

変
え
て
く
れ
る
」
な
ど
と
、
時
折
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
講
演
。
約
三
百
五
十
人
の
来
場
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
素

直
」「
感
謝
」「
奉
仕
」「
反
省
」「
謙
虚
」の
大

切
さ
を
説
く
古
賀
塾（
柔
道
塾
）の「
塾
五
訓
」

が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
全
員
で
唱
和
す
る
な
ど
、

会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
柔
道
の
レ
ッ
ス
ン
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
、
指
導
を
受
け
た
阿
部
菜
那
さ
ん
（
本
荘

北
中
三
年
）
と
鎌
田
拳
司
郎
君
（
同
二
年
）
は
、

「
古
賀
さ
ん
は
尊
敬
し
て
い
る
す
ご
い
選
手
。

本
当
に
う
れ
し
い
！
」
と
満
面
の
笑
み
で
し
た
。

土田家住宅を見学（鳥海山ろく線飛び乗ろう会）

車
内
は
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た

（
ハ
ッ
ピ
ー
ト
レ
イ
ン
）



郷
土
料
理
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を 

 

　
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
毎
年
十
一
月
に

秋
田
の
郷
土
料
理
「
だ
ま
こ
汁
」
の
試
食

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
食
生
活
改
善
協
議

会
本
荘
支
部
（
佐
々
木
和
子
支
部
長
）
の

ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
学
生
た
ち
に
郷

土
料
理
で
食
事
と
健
康
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
三
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
今
年
の
試
食
会
は
十
一
月
十
三
日
に
行

わ
れ
、
同
支
部
の
食
生
活
改
善
推
進
員
の

皆
さ
ん
が
つ
く
っ
た
塩
分
一
パ
　
ー

セ
ン
ト

の
だ
ま

こ
汁
三
百
食
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
昼

休
み
に
は
学
生
た
ち
が
行
列
を
つ
く
り
、

特
に
県
外
出
身
の
新
入
生
は
初
め
て
聞
く

秋
田
の
郷
土
料
理
に
興
味
津
々
で
し
た
。 

　
だ
ま
こ
汁
は
ご
飯
で
作
っ
た
団
子
（
だ

ま
こ
も
ち
）
に
鶏
肉
・
ネ
ギ
・
ゴ
ボ
ウ
・

セ
リ
が
入
っ
て
い
て
、
一
椀
で
ご
飯
と
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
摂
れ
る
優
れ
も
の
。
一
パ
　
ー

セ
ン
ト

と
い
う
少
な
い
塩
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

し
っ
か
り
と
し
た
味
わ
い
に
学
生
た
ち
は

納
得
の
様
子
で
し
た
。 

       

　
昨
年
か
ら
は
試
食
会
だ
け
で
な
く
「
調

理
実
習
」
も
開
催
し
、
実
際
に
作
っ
て
み

て
レ
シ
ピ
と
栄
養
の
こ
と
を
学
ぶ
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
調
理
実
習
は
十
一
月
二
十
八
日

に
鶴
舞
会
館
で
行
わ
れ
、
一
年
生
を
含

む
学
生
八
人
が
食
生
活
改
善
推
進
員
の

皆
さ
ん
六
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
調
理
を
体
験
し
ま
し
た
。 

           

　
炊
き
た
て
の
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
を

す
り
こ
ぎ
で
つ
ぶ
し
、
も
ち
状
に
し
て

丸
め
る
作
業
。
初
め
て
体
験
す
る
作
業

で
学
生
た
ち
は
真
剣
で
し
た
が
、
推
進

員
の
皆
さ
ん
か
ら
話
か
け
ら
れ
る
と
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
た
の
か
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

　
出
来
あ
が
っ
た
だ
ま
こ
汁
は
、
秋
田

や
学
生
の
出
身
地
の
郷
土
料
理
な
ど
の

話
を
し
な
が
ら
和
や
か
に
試
食
。
一
人

暮
ら
し
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
食

材
の
使
い
方
や
栄
養
な
ど
生
活
に
役
立

つ
智
恵
を
地
域
の
方
か
ら
学
べ
る
貴
重

な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。 指

導
し
て
い
た
だ
い 

た
食
生
活
改
善
推 

進
員
の
皆
さ
ん 

だまこ汁に挑戦！ 

お
楽
し
み
の
試
食
会 

（
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
） 

新着案内 
《一般書》 
日本の命運を決めた「坂の上の雲」
の時代 谷沢永一 
お父さん！これが定年後の落とし穴 
 大宮知信 
イケイケ、パニッカー 高阪正枝 
黄昏 南　伸坊 
看取りの医者 平野国美 
精神病院を捨てたイタリア捨てない
日本 大熊一夫 
差別のカラクリ 奥田　均 
江戸切絵図今昔散歩 新人物往来社編 
微視的お宝鑑定団 東海林さだお 
男おひとりさま道 上野千鶴子 
ＰＦＩ神話の崩壊 尾林芳匡 
掏摸 中村文則 
巡査の休日 佐々木譲 
山崎豊子自作を語る　　　山崎豊子 
Ａnother 綾辻行人 
わたしの蜻蛉日記 瀬戸内寂聴 
学問、楽しくなくちゃ 益川敏英 
君たちは何のために学ぶのか 榊原英資 
追想五断章 米澤穂信 
逆風 松崎　洋 

日本人の知らない日本語 蛇蔵 
明るい方へ 太田治子 
思春期の子が待っている親のひと言 
 大塚隆司 
人生の歩き方 塩沼亮潤 
星をつくった男 重松　清 
幸せの作法 坂東眞理子 
鳩山由紀夫事典 北海道新聞社編 
読者はどこにいるのか 石原千秋 
父を葬る 高山文彦 
老い楽対談 上坂冬子・曽野綾子 
女脳はまっすぐしか走れない 米山公啓 
幸子さんと私 中山千夏 
私の庭 花村萬月 
かもの法則 西田文郎 
無理 奥田英朗 
なでしこ御用帖 宇江佐真理 
再会 重松　清 
風の王国 葉室　麟 
漱石の長襦袢 半藤末利子 
ジャパン・プライド 江波戸哲夫 
ニサッタ・ニサッタ 乃南アサ 
ゼロ・ハチ・ゼロ・ナナ 辻村深月 
《児童書》　　　　　　　　　　 
帰ってきた半ズボン隊 
 ゾラン・ドヴェンカー 
すみ鬼にげた 岩城範枝 
絵で見るおふろの歴史 菊地ひと美 
なんてすてきな日 アンドレ・ダーハン 

文系？理系？ 志村史夫 
双子のヴァイオレット　ジーン・ユーア 
ゆっくり大きくなればいい 最上一平 
魔女のボタン ルース・チュウ 
パンパイヤガールズ シーナ・アーサー 
しあわせのおくりもの 
 カール・ノラック 
１ねん１くみ１ばんサイコー！ 
 後藤竜二 
なっとうさんがね・・ とよたかずひこ 
ぐりとぐらのおまじない 中川李枝子 
１つぶのおこめ デミ 
ミッケ！　こわーいよる 
 ウォルター・ウィック 
 《図書館員お勧めの1冊》 
アトランティス・ミステリー 
プラトンは何を伝えたかったのか 
 庄子大亮　著 

　大西洋上に繁栄した巨大な島が、一
昼夜にして海中に没した。ヨーロッパ
人が持つ先入観とは無縁であり、さら
にプラトンの真意を見抜く歴史学者の
眼を持つ著者がアトランティス伝説の
謎を解きます。 
　庄子さんは昭和50年生まれで西目町
出身（本荘高校卒）。大阪大学、関西
大学、立命館大学で非常勤講師をされ
ています。本来の専門は西洋古代史で、
本作品がデビュー作。 

          

　
市
内
外
の
写
真
愛
好
家
が
撮
影
し

た
四
季
の
鳥
海
山
な
ど
、
魅
力
あ
る

作
品
13
枚
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

季
節
の
移
ろ
い
を
月
ご
と
に
楽
し
め
、

身
近
な
美
し
い
風
景
が
心
の
中
に
大

き
く
広
が
り
ま
す
。
ご
家
庭
や
職
場

に
ぜ
ひ
い
か
が
で
す
か
。 

▽
価
格
　
１
部
　
800
円 

▽
取
扱
販
売
店
　
市
観
光
協
会
事
務

　
局
（
市
第
二
庁
舎
・
観
光
振
興
課

　
内
）
お
よ
び
支
部
事
務
局
（
各
総

　
合
支
所
産
業
課
内
）、
鶴
舞
温
泉
、

　
ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
、
フ
ォ
レ
ス
タ

　
鳥
海
、
鳥
海
荘
、
市
内
各
道
の

　
駅
、（
株
）本
間
印
刷
所
、
高
堂
書

　
店
、
高
橋
本
店
、
民
芸
の
さ
い
と

　
う
、
堀
江
文
具
、
Ｊ
Ａ
直
売
所
　

　
百
彩
館
、
県
立
大
学
売
店 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
事

　
務
局
（
市
観
光
振
興
課
内
☎
24
―

　
６
３
７
６
） 

   
　
厳
し
い
経
済
情
勢
に
あ
っ
て
も
新

規
に
常
用
正
社
員
を
雇
用
し
た
事
業

主
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。 

▽
対
象
　
本
年
３
月
１
日
〜
平
成
23

　
年
２
月
末
日
ま
で
に
新
卒
者
の
常

　
用
正
社
員
を
雇
用
し
た
事
業
主 

▽
助
成
額
　
新
卒
の
常
用
正
社
員
の

　
雇
用
１
人
に
つ
き
30
万
円 

※
助
成
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件

　
が
あ
り
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
振
興
課

　
・
企
業
誘
致
課
（
☎
24
―
６
３
７

　
３
） 

   

▽
と
き
　
12
月
17
日（
木
）午
後
１
時

　
20
分
〜
３
時
50
分 

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

▽
講
演
　
①
演
題
「
睡
眠
障
害
と
う

　
つ
、
自
殺
」
講
師
・
秋
田
大
学
医

　
学
部
附
属
病
院
　
臨
床
心
理
士
　

　
武
村
尊
生
先
生
、
②
演
題
「
ア
ル

　
コ
ー
ル
依
存
症
を
経
験
し
て
」
講

　
師
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
秋

　
田
マ
ッ
ク
　
佐
藤
孝
施
設
長 

▽
対
象
　
研
修
会
の
内
容
に
興
味
の

　
あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県

　
由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

　
（
由
利
本
荘
保
健
所
）
企
画
福
祉

　
課
（
☎
22
―
４
１
２
０
） 

   

　
大
切
な
ひ
と
を
自
死
で
失
っ
た
体

験
を
し
た
方
同
士
が
、
悲
し
み
や
つ

ら
さ
な
ど
本
音
で
思
い
を
語
り
、
分

か
ち
合
う
集
い
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
厳
守
し
ま
す
。（
参
加
料
無
料
） 

▽
と
き
　
平
成
22
年
１
月
８
日（
金
）、

　
３
月
12
日（
金
）の
午
後
１
時
30
分

　
〜
３
時 

▽
と
こ
ろ
　
由
利
本
荘
保
健
所
２
階

　
会
議
室 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
由

　
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
　
調

　
整
・
障
害
者
班（
☎
22
―
４
１
２
０
） 

   

　
固
定
資
産
税
第
３
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
６
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）は
12
月
28
日（
月
）で
す
。

お
近
く
の
金
融
機
関
、Ｊ
Ａ
ま
た
は
市

役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。口
座
振
替
納
付
の
方
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
） 

   

　
本
紙
12
月
１
日
号
12
ペ
ー

ジ
　

で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
、
標
記
通
行
規
制
の
お

知
ら
せ
中
「
規
制
期
間（
年
）」
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

▽
規
制
期
間
　
平
成
22
年
３
月
19
日

　（
金
）ま
で
（
予
定
） 

▽
規
制
内
容
　
車
道
―
車
線
規
制
、

　
歩
道
―
通
行
規
制（
※
規
制
中
は
反

　
対
側
の
歩
道
を
迂
回
し
て
く
だ
さ
い
） 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
由
利
地
域
振

　
興
局
建
設
部
　
企
画
道
路
課
道
路

　
建
設
班
（
☎
25
―
４
５
４
５
） 

■１月からの「遊泳館」各種教室 
【水泳教室】各定員30人 
●初級（クロール、背泳ぎ） 
開催日　１月14日（木）から毎週木曜日
　（全８回） 
●中級（クロール、背泳ぎ、平泳ぎ） 
開催日　１月11日（月）から毎週月曜日
　（全８回） 
●上級（クロール、背泳ぎ、平泳ぎ、
　バタフライ） 
開催日　１月15日（金）から毎週金曜日
　（全８回） 
※各級とも午前10時15分～11時10分 
【水中ウォーキング教室】各定員30人 
●月曜コース 
開催日　１月11日（月）から毎週月曜日
　（全８回） 
●木曜コース 
開催日　１月14日（木）から毎週木曜日
　（全８回） 
●金曜コース 
開催日　１月15日（金）から毎週金曜日
　（全８回） 
※各コース、午前11時15分～午後0時10分 
講師　田口真由美さん、大川はるかさん 
参加費　1,000円 
※各教室とも参加費は初日にいただき
　ます。また、プール使用料は毎回必
　要です。 
申し込み・問い合わせ先　 
　市スポーツ振興課（☎24－6287） 
 
 
■公共施設休館日（12月下旬） 
日新館　27日（日）、29日（火）～１月３日
　（日） 
青少年ホーム　27日（日）～１月４日（月）、
　日曜・祝日の夜間（午後５時～） 
　▽矢島教育学習課（☎56－2203） 
寿康苑　20日（日）、30日（水）～１月３日
　（日）　　▽寿康苑（☎56－2940） 



＜11月16日～30日受け付け分＞ ＜11月16日～30日受け付け分＞

板　垣　絹　子　さん（68歳）　法
成　田　道　昭　さん（69歳）水林
金　子　真　也　さん（49歳）中竪町
　　野　久　雄　さん（75歳）石脇
佐　藤　共　子　さん（68歳）大鍬町
工　藤　オスヱ　さん（91歳）出戸町字赤沼下道
星　川　心　一　さん（81歳）松ヶ崎
佐　藤　　博　　さん（62歳）石脇
鈴　木　タ　マ　さん（91歳）石脇
早　川　リ　ヱ　さん（83歳）裏尾崎町
佐　藤　達四郎　さん（94歳）表尾崎町
三ヶ月　小夜子　さん（90歳）本田仲町
藤　原　　登　　さん（75歳）内黒瀬
矢　作　悦　子　さん（76歳）赤田
柴　田　キヱ子　さん（78歳）砂子下
畑　山　ハナヨ　さん（93歳）砂糖畑
北　村　克　哉　さん（71歳）本田仲町
大　杉　正次郎　さん（77歳）矢島町元町
小　松　アサヱ　さん（85歳）矢島町荒沢
佐　藤　ハナ子　さん（64歳）矢島町矢島町
麻　生　キワノ　さん（91歳）矢島町元町
畑　澤　　宏　　さん（76歳）矢島町荒沢
三　浦　收　三　さん（84歳）矢島町七日町
小　幡　　　一　さん（78歳）矢島町七日町
堀　井　トシヱ　さん（89歳）岩城勝手
今　野　怜　子　さん（81歳）岩城内道川
小　寺　トキヱ　さん（77歳）陳ヶ森
佐　藤　弘　和　さん（53歳）西沢
三　浦　テツエ　さん（97歳）前郷
阿　部　トキヨ　さん（86歳）前郷
遠　藤　セ　ン　さん（93歳）岩谷麓
石　井　銀　一　さん（80歳）岩谷町
石　井　　博　　さん（58歳）岩谷麓
佐々木　ツ　ヤ　さん（93歳）小栗山
池　田　武　司　さん（70歳）大内三川
小　石　金　一　さん（86歳）深沢
遠　藤　弘　幸　さん（37歳）東由利法内
潟　保　義　孝　さん（76歳）西目町西目
佐　藤　世志子　さん（40歳）鳥海町上川内
村　上　宇　市　さん（89歳）鳥海町猿倉

伊　藤　結　奈ちゃん（和也さん）大鍬町

遠　藤　泰　良ちゃん（淳一さん）畑谷

工　藤　羽　那ちゃん（政志さん）川口

安　井　涼　太ちゃん（伸也さん）一番堰

小　川　柊　奈ちゃん（主税さん）川口

本　間　　　耀ちゃん（一成さん）藤崎

佐　藤　粋　奏ちゃん（ 歩 さん）水林

相　良　悠　華ちゃん（光洋さん）石脇

佐　藤　す　ずちゃん（ 透 さん）川口

菊　地　哲　平ちゃん（ 訓 さん）川口

嵯　峨　弥　來ちゃん（新弥さん）川口

東海林　愛　斗ちゃん（ 努 さん）赤沼町

板　垣　楽　生ちゃん（大介さん）滝ノ沢

高　野　紗　來ちゃん（ 裕 さん）内越

堀　　　圭　佑ちゃん（正広さん）中梵天

猪　股　由　奈ちゃん（久泰さん）上野

佐々木　愛　純ちゃん（英喜さん）西小人町

板　垣　蓮　飛ちゃん（ 聡 さん）矢島町城内

　　橋　龍　人ちゃん（昌記さん）矢島町元町

　　橋　裕　成ちゃん（成暢さん）岩城内道川

石　川　寿　杏ちゃん（毅明さん）岩城亀田大町

齊　藤　　　暖ちゃん（孝平さん）岩城内道川

大　場　心　遥ちゃん（ 　 さん）森子

工　藤　穂　香ちゃん（博行さん）東由利蔵

福　田　那由多ちゃん（健志さん）西目町出戸

佐　藤　流　生ちゃん（友也さん）西目町沼田

坂　爪　希　維ちゃん（ 孝 さん）西目町出戸

佐　藤　理　史ちゃん（和正さん）鳥海町下川内

人の
動き

11月末日現在・住民基本台帳
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女
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人
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た
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い
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佐藤友久さん（旧大内町功労者・北福田）
は11月29日永眠されました。昭和16年に岩谷
村消防団に入団、昭和63年に旧大内町消防団
副団長を務められ、55年余りにわたり住民の
生命と財産を守る消防活動に携わり消防団の
充実・発展に尽力。また、旧大内町土地改良
区理事長や交通指導隊長、固定資産評価審査
委員を務められました。昭和46年旧大内町消
防団幹部功労表彰。平成９年勲六等単光旭日
章。85歳。

　武田アサヨさん（明治
42年11月25日生まれ・埋
田）と鷹谷トヨヱさん（明
治42年11月28日生まれ・
表尾崎町）に、市から賀
詞と長寿祝金が贈呈され
ました。
　これからもお元気でお
過ごしください。

許さない！　ＤＶ（ドメ
スティック・バイオレンス）
市内団体が街頭キャンペーン

　女性に対する暴力をな
くす運動期間（11月12日
～25日）に合わせ、ＤＶへ
の理解と関心を深めよう
と、11月20日、働く婦人
の家自主グループの会（磯
貝道子会長）会員の皆さん
が、市内スーパーでリーフ
レットなどを配りました。

■コアラちゃん教室に遊びにおいで！
　とき…毎月第３水曜日（３月・
　８月を除く）
　ところ…本荘カトリック幼稚園
　内容…12月「クリスマスの飾り
　作り」、１月「人形劇」、２月
　「お店やさんごっこ」
　対象…就園前の乳幼児と保護者
　持ち物…内ズック、着替え
　お問い合わせ…本荘カトリック
　幼稚園（☎22－2068）
■本荘高校吹奏楽部 
　クリスマスコンサート
　とき…12月23日（水）午後１時
　30分開場、午後２時開演
　ところ…本荘文化会館
　入場料…500円
　お問い合わせ…本荘高校吹奏楽
　部顧問・加藤（☎22－0832）

■ダンスパーティーを開催します
　とき…12月27日（日）午後１時45分
　～４時　　ところ…アクアパル
　会費…1,500円（前売りおよび予
　約には抽選券付き）
　予約・お問い合わせ…竹内
　　　　　（☎090－3363－9263）
■ミッドナイト「ライブＩＮ阿弥陀」
　行く年来る年カウントダウン（入場無料）
　とき…12月31日（木）午後11時
　30分～除夜の鐘、新年・午前０時
　ところ…廣誓寺（日役町）
　内容…仕舞・人の世を寿ぐ「高
　砂」／尺八演奏・宇宙の調べ古
　典尺八本曲「阿字観」／ほか。
　お問い合わせ…亀崎（☎22－3246、
　Ｅメールkame.e@blue.plala.or .jp）
■本荘北中学校第４期卒業生
　「還暦を祝う会」開催のご案内
　とき…平成22年２月６日（土）
　正午～受け付け、午後１時～お祓い
　ところ…ホテルアイリス
　会費…男女とも15,000円
　対象…本荘北中学校の卒業生で
　昭和41年春卒業の方
※ご案内が届いていない方は、至
　急ご連絡ください。
　お問い合わせ…実行委員会事務局
　サン測量設計・松永（☎24－3313、
　FAX 24－3314）

△
△
△

△
△
△

△
△
△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△
△

△

△

　本荘ライオンズクラブ（細谷繁
雄会長）が11月23日、チャーター
ナイト45周年事業として、福祉の
ために役立てられればと、ＤＶＤ
プレイヤー、ビデオプロジェクタ
ー、スクリーンを市に寄贈くださ
いました。このビデオプロジェク
ター一式は、今後手話講習会など
福祉や保健分野で活用されます。

　国際ソロプチミスト本荘（齊藤
昭子会長）が11月26日、西目地域内
の通学路に防犯灯４基を設置し、
寄贈くださいました。この防犯灯
は「愛の一灯」と名付けられ、市
内の通学路へ設置されています。

善善 意意
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